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節
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術

大
木　

康

発
端

二
〇
一
七
年
に
上
梓
し
た
拙
著
『
蘇
州
花
街
散
歩　

山
塘
街
の
物
語
』（
汲
古
書
院
）
の
中
で
、
清
の
姜
実
節
の
「
野
芳
浜
」
詩
を
引

用
し
た
。
蘇
州
の
色
街
の
一
つ
で
あ
る
山
塘
の
中
心
と
も
い
え
る
野
芳
浜
（
冶
坊
浜
と
も
い
う
）
を
詠
じ
た
詩
で
あ
る
。

野
芳
浜
口
南
頭
岸　

野
芳
浜
口　

南
頭
の
岸

君
住
紅
闌
第
幾
橋　

君
は
紅
闌
第
幾
橋
に
住
む

此
日
相
思
不
相
見　

此
の
日　

相
思
へ
ど
も
相
見
ず

小
楼
春
望
雨
瀟
瀟　

小
楼　

春
望　

雨
瀟
瀟
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野
芳
浜
口
の
南
側
の
岸
、
君
が
住
む
の
は
赤
い
欄
干
の
い
く
つ
目
の
と
こ

ろ
な
の
だ
ろ
う
か
。
会
い
た
い
思
い
が
つ
の
る
が
、
今
日
は
会
え
な
か
っ

た
。
小
さ
な
高
殿
に
春
の
雨
が
し
と
し
と
降
る
日
。
あ
の
人
が
い
る
方
を
見

や
る
ば
か
り
。
野
芳
浜
に
は
多
く
の
妓
楼
が
立
ち
並
ん
で
い
た
。
い
か
に
も

山
塘
の
色
町
に
ふ
さ
わ
し
い
、
も
の
お
も
わ
し
げ
な
詩
で
あ
る
。

山
塘
と
い
う
土
地
を
主
人
公
に
し
た
前
著
で
は
、
こ
の
詩
の
作
者
で
あ
る

姜
実
節
に
つ
い
て
深
入
り
せ
ず
、
こ
の
詩
を
引
用
す
る
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
（
1
）。 

そ
の
後
、
こ
の
姜
実
節
の
「
秋
江
垂
釣
」
と
題
す
る
山
水
画
を
目
に
し
、

心
ひ
か
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
（
図
）。
画
面
の
左
か
ら
右
へ
川
が
流
れ
て
い

る
。
お
そ
ら
く
は
画
面
左
奥
の
高
い
山
の
方
か
ら
流
れ
て
く
る
の
で
あ
ろ

う
。
川
の
向
こ
う
岸
に
は
大
き
な
岩
山
が
そ
び
え
、
そ
の
頂
に
亭
が
あ
り
、

ふ
も
と
に
は
樹
木
も
見
え
る
。
右
手
遙
か
彼
方
に
は
山
影
が
望
ま
れ
る
。
川

の
こ
ち
ら
側
、
左
手
に
は
小
さ
な
林
が
あ
り
、
川
に
船
を
浮
か
べ
て
、
船
の

上
で
は
一
人
の
隠
者
然
と
し
た
人
物
が
釣
り
糸
を
垂
れ
て
い
る
。
遠
景
に
左

右
の
山
、
中
景
に
岩
山
、
近
景
に
川
と
手
前
の
岸
辺
、
釣
船
と
い
う
構
図
で

あ
る
。
画
面
の
右
上
に
は
、
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秋
江
垂
釣

意
不
在
魚　

意
は
魚
に
在
ら
ず

安
用
綸
鉤　

安
ん
ぞ
綸
鉤
を
用
ひ
ん

烟
波
無
際　

烟
波　

際
無
く

渺
然
孤
舟　

渺
然
た
り　

孤
舟

蘋
花
秋
風　

蘋
花　

秋
風

与
之
沈
浮　

之
と
沈
浮
す

共
我
睡
者　

我
と
共
に
睡
る
者
は

其
惟
白
鷗　

其
れ
惟
だ
白
鷗
の
み

師
倪
黄
二
公
法　

倪
（
瓚
）
黄
（
公
望
）
二
公
の
法
を
師
と
す

庚
寅
九
月
二
日　

庚
寅
九
月
二
日

莱
陽
姜
実
節　
　

莱
陽
姜
実
節

と
あ
り
、「
姜
実
節
」
と
「
姜
中
子
」
の
二
棵
の
印
が
捺
さ
れ
る
。
庚
寅
は
、
康
煕
四
十
九
年
（
一
七
一
〇
）
で
あ
る
（
2
）。

こ
の
絵
を
見
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
姜
実
節
そ
の
人
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
こ
れ
は
な
か
な
か
興
味
深
い
人
物
で
あ
る
。

前
著
の
欠
を
補
う
意
味
で
、
以
下
に
姜
実
節
の
生
涯
に
つ
い
て
記
し
て
み
た
い
。
姜
実
節
、
字
は
学
在
、
鶴
澗
先
生
と
号
し
た
。
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姜
実
節
そ
の
人
に
つ
い
て
の
專
著
專
論
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
謝
正
光
「
清
初
忠
君
典
範
之
塑
造
与
合
流　

山
東
莱
陽
姜
氏
行
誼
考

論
」（
鍾
彩
鈞
・
楊
晋
龍
主
編
『
明
清
文
学
与
思
想
中
之
主
体
意
識
与
社
会　

学
術
思
想
篇
』（
中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所　

二
〇
〇

四
）
で
は
、
姜
実
節
を
含
む
莱
楊
姜
氏
の
清
初
に
お
け
る
活
動
を
詳
論
し
、
李
恵
儀
「
世
変
与
玩
物　

略
論
清
初
文
人
的
審
美
風
尚
」

（『
中
国
文
哲
研
究
集
刊
』
第
三
十
三
期　

二
〇
〇
八
）
で
は
、
冷
士
嵋
「
文
太
史
椅
為
姜
仲
子
賦
」
詩
を
例
に
、
彭
年
、
文
震
孟
、
汪
琬

ら
の
手
を
経
て
、
最
後
に
姜
実
節
の
手
に
渡
っ
た
文
徴
明
愛
用
の
椅
子
を
め
ぐ
り
、「
前
朝
遺
物
」
と
し
て
の
椅
子
を
愛
玩
し
た
清
初
文

人
の
精
神
世
界
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
楊
鎧
銘
の
台
湾
師
範
大
学
に
お
け
る
修
士
論
文
「
流
寓
遺
民　

明
清
之
際
莱
陽
姜
氏
之
研
究

（
一
六
〇
八
～
一
七
〇
九
）
」（
台
湾
師
範
大
学
碩
士
論
文　

二
〇
〇
八
）
の
第
三
章
「
隠
遯
不
仕
」
第
二
節
「
遺
民
画
士
」
で
は
、
も
っ

ぱ
ら
姜
実
節
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
小
塚
由
博
「
明
末
淸
初
の
記
憶
と
懐
旧　

余
懷
と
姜
垓
の
交
遊
を
手
が
か
り
に
」（『
大
東
文

化
大
学
中
国
学
論
集
』
三
十
四　

二
〇
一
六
）、
張
宇
声
『
明
遺
民
詩
人
姜
埰
評
伝
』（
中
華
書
局　

二
〇
一
九
）
で
も
莱
陽
姜
氏
一
族
に

触
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
文
か
ら
多
く
の
知
識
を
得
た
こ
と
を
は
じ
め
に
記
し
て
お
き
た
い
。

一
、
莱
陽
姜
氏

ま
ず
は
、
姜
実
節
と
い
え
ば
、
そ
の
父
親
の
姜
埰
、
そ
し
て
叔
父
に
あ
た
る
、
姜
埰
の
弟
の
姜
垓
の
二
人
は
、
明
末
の
清
流
、
明
の
忠

臣
と
し
て
名
が
あ
り
、
明
朝
滅
亡
後
は
、
蘇
州
に
あ
っ
て
遺
民
と
し
て
そ
の
生
涯
を
終
え
た
、
当
時
に
あ
っ
て
の
名
士
で
あ
る
。
姜
埰
、

姜
垓
兄
弟
は
、
山
東
莱
陽
の
人
。
先
の
姜
実
節
の
絵
に
も
「
莱
陽
姜
実
節
」
と
署
す
る
通
り
で
あ
る
。

姜
埰
の
伝
、「
姜
貞
毅
先
生
伝
」
は
、
清
初
の
古
文
三
大
家
の
一
人
で
あ
る
魏
禧
が
書
い
て
い
る
。
張
潮
の
『
虞
初
新
誌
』
が
、
こ
の
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魏
禧
の
「
姜
貞
毅
先
生
伝
」
を
第
一
巻
冒
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
人
物
に
相
当
な
敬
意
が
払
わ
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が

え
よ
う
。
姜
埰
、
姜
垓
の
伝
は
『
明
史
』
巻
二
五
八
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

姜
埰
、
字
は
如
農
。
万
暦
三
十
五
年
（
一
六
〇
七
）
の
生
ま
れ
。
崇
禎
四
年
（
一
六
三
一
）
の
進
士
。
儀
真
（
の
ち
に
雍
正
帝
の
諱
を

避
け
て
儀
徴
）
の
知
県
な
ど
を
経
て
、
崇
禎
十
五
年
（
一
四
四
二
）
礼
科
給
事
中
と
な
る
。
こ
の
と
き
内
閣
首
輔
の
周
延
儒
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
顕
官
を
弾
劾
し
た
こ
と
が
崇
禎
帝
の
逆
鱗
に
触
れ
、
廷
杖
一
百
を
受
け
、
そ
の
後
も
獄
に
留
め
置
か
れ
た
。
崇
禎
十
七
年

（
一
六
四
四
）
の
二
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
獄
か
ら
出
さ
れ
、
罰
と
し
て
宣
州
衛
（
安
徽
省
宣
城
）
に
兵
士
と
し
て
送
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
翌
月
、
す
で
に
北
京
を
出
発
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
李
自
成
の
た
め
に
北
京
が
陥
落
し
、
宣
州
に
赴
け
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
南
京
に
福
王
の
臨
時
政
府
が
で
き
た
時
、
赦
さ
れ
て
も
と
の
官
に
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
父
の
姜
瀉
里
の
喪
に
あ
た
っ

て
い
た
た
め
、
赴
か
な
か
っ
た
。
山
東
莱
陽
に
あ
っ
た
父
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
侵
入
し
て
き
た
清
軍
の
攻
撃
（
い
わ
ゆ
る
壬
午
の
役
）

に
殉
じ
た
も
の
で
あ
る
。
姜
瀉
里
の
殉
節
に
つ
い
て
は
、
計
六
奇
『
明
季
北
略
』
巻
十
八
「
姜
瀉
里
死
難
」
に
見
え
る
。
こ
の
と
き
姜
埰

は
ま
だ
獄
に
つ
な
が
れ
て
お
り
、
弟
の
垓
が
、
自
分
が
代
わ
り
に
獄
に
つ
な
が
れ
る
こ
と
で
、
葬
儀
の
た
め
兄
に
莱
陽
に
赴
か
せ
て
ほ
し

い
と
請
う
た
が
、
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
明
王
朝
滅
亡
後
、
し
ば
ら
く
は
難
を
避
け
て
浙
東
、
安
徽
、
ま
た
か
つ
て
知
県
を
つ
と
め
た
儀
真

な
ど
を
流
浪
し
た
り
、
郷
里
の
莱
陽
に
戻
っ
た
り
し
た
後
、
主
と
し
て
蘇
州
で
暮
ら
し
、
康
煕
十
二
年
（
一
六
七
三
）
蘇
州
で
亡
く
な
っ

た
。
子
に
は
、
長
男
の
安
節
、
次
男
の
実
節
、
さ
ら
に
妹
の
倩
が
あ
っ
た
（
3
）。
没
後
の
謚
は
貞
毅
。

弟
の
姜
垓
、
字
は
如
須
。
万
暦
四
十
二
年
（
一
六
一
四
）
の
生
ま
れ
。
崇
禎
十
三
年
（
一
六
四
〇
）
の
進
士
で
あ
る
。
行
人
司
行
人
と

な
っ
た
が
、
行
人
司
の
役
所
に
前
任
者
の
名
を
記
し
た
石
碑
が
あ
り
、
そ
こ
に
崔
呈
秀
、
阮
大
鋮
（
宦
官
魏
忠
賢
に
与
し
た
閹
党
）
の
名

が
魏
大
中
（
魏
忠
賢
に
殺
さ
れ
東
林
派
人
士
）
と
並
ん
で
刻
ま
れ
て
い
た
の
を
見
て
、
前
二
者
の
名
を
削
り
去
る
旨
上
奏
し
、
裁
可
さ
れ
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た
。
後
に
南
明
の
朝
廷
で
、
そ
の
怨
み
を
含
ん
だ
阮
大
鋮
が
力
を
得
る
と
、
姜
垓
を
殺
そ
う
と
し
た
の
で
、
名
を
変
え
て
寧
波
に
逃
げ

た
。
南
明
の
崩
壊
後
、
や
は
り
蘇
州
で
暮
ら
し
、
順
治
十
年
（
一
六
五
三
）
に
亡
く
な
っ
た
。
没
後
の
謚
は
貞
文
。

姜
垓
に
つ
い
て
は
、
明
末
南
京
の
色
街
秦
淮
に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
る
余
懐
の
『
板
橋
雑
記
』
巻
下
に
、
こ
ん
な
話
が
記
さ
れ
て
い

る
。
姜
垓
は
、
秦
淮
の
名
妓
で
あ
っ
た
李
十
娘
に
入
れ
あ
げ
、
日
々
居
続
け
で
あ
っ
た
。
友
人
の
方
以
智
と
孫
臨
の
二
人
が
、
人
も
寝
静

ま
っ
た
深
夜
に
、
あ
た
か
も
盗
賊
の
よ
う
に
、
突
然
李
十
娘
の
家
の
寝
室
を
襲
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
姜
垓
は
跪
い
て
「
大
王
様
、
命
ば
か

り
は
お
助
け
く
だ
さ
い
。
ど
う
か
十
娘
を
傷
つ
け
な
い
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
懇
願
し
た
。
二
人
は
刀
を
投
げ
棄
て
る
と
「
三
郎
さ

ん
、
ず
い
ぶ
ん
あ
わ
て
な
す
っ
た
ね
（
三
郎
郎
当
）
」
と
大
笑
い
。
そ
れ
か
ら
盛
大
な
酒
盛
り
に
な
っ
た
。「
三
郎
郎
当
」
と
は
、
黄
幡

綽
が
唐
の
玄
宗
皇
帝
（
玄
宗
は
三
男
）
を
か
ら
か
っ
た
こ
と
ば
で
あ
る
（『
鶴
林
玉
露
』
巻
六
「
郎
当
曲
」
）。
姜
垓
も
三
男
で
あ
っ
た
。

『
板
橋
雑
記
』
で
は
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
後
で
、

如
須
（
姜
垓
）
は
、
世
に
も
稀
な
す
ぐ
れ
た
人
物
で
あ
っ
て
、
樊
川
（
杜
牧
）
の
真
似
を
し
、
謝
傅
（
謝
安
）
と
同
じ
よ
う
な
こ

と
を
し
た
の
は
、
た
ま
た
ま
な
の
で
あ
る
。
秋
風
が
吹
け
ば
忘
れ
ら
れ
る
団
扇
、
掃
眉
の
才
子
と
い
わ
れ
た
薛
濤
に
思
い
を
寄
せ
た

と
し
て
も
、
煙
花
に
溺
れ
き
る
よ
う
な
手
合
い
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。
ま
ず
は
一
条
を
記
し
て
、
流
風
の
餘
韻
を
存
す
る
ま

で
で
あ
る
（
4
）。

と
い
う
。
杜
牧
も
謝
安
も
、
妓
女
と
の
関
連
で
知
ら
れ
る
。
秋
風
団
扇
は
、
漢
の
班
婕
妤
の
「
怨
歌
行
」
に
見
え
る
。
唐
代
の
名
妓
薛
濤

は
掃
眉
の
才
子
と
称
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
風
流
の
側
面
は
、
後
で
触
れ
る
よ
う
に
、
お
い
の
実
節
に
お
い
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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二
、
姜
実
節
の
出
生

姜
実
節
は
、
丁
亥
の
年
、
す
な
わ
ち
清
の
順
治
四
年
（
一
六
四
七
）
九
月
十
九
日
に
生
ま
れ
、
己
丑
の
年
、
康
煕
四
十
八
年
（
一
七
〇

九
）
七
月
二
十
五
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
享
年
六
十
三
。
こ
れ
は
冷
士
嵋
「
明
処
士
莱
陽
姜
仲
子
墓
表
」（『
江
泠
閣
文
集
』
続
巻
上
）

に
見
え
る
の
で
、
ま
ず
ま
ち
が
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

姜
実
節
は
、
姜
埰
の
側
室
で
あ
っ
た
王
氏
の
腹
で
あ
る
。
姜
埰
に
は
、
も
と
正
妻
の
董
氏
が
あ
っ
た
。
銭
澄
之
の
撰
に
な
る
「
前
礼
科

給
事
中
姜
貞
毅
先
生
元
配
董
孺
人
遷
葬
墓
誌
銘
」（『
敬
亭
集
』
附
録
）
に
よ
れ
ば
、
董
氏
は
莱
陽
の
同
郷
で
あ
る
直
隷
保
安
州
学
正
董
応

雷
の
娘
と
し
て
、
万
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
に
生
ま
れ
、
天
啓
四
年
（
一
六
二
四
）
十
五
歳
の
時
、
姜
埰
に
嫁
し
、
崇
禎
六
年
（
一

六
三
三
）
長
男
の
安
節
を
生
む
。
崇
禎
十
二
年
（
一
六
三
九
）
の
二
月
五
日
、
こ
の
時
姜
埰
は
儀
真
知
県
を
つ
と
め
て
い
た
が
、
董
氏
は

儀
真
で
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、
崇
禎
十
四
年
（
一
六
四
一
）、
棺
は
莱
陽
に
送
ら
れ
、
埋
葬
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
5
）。

後
に
も
触
れ
る
よ
う
に
、
姜
埰
は
、
崇
禎
帝
の
逆
鱗
に
触
れ
て
杖
刑
を
受
け
な
が
ら
も
、
死
罪
に
な
ら
ず
、
宣
州
に
衛
士
と
し
て
送
ら

れ
た
こ
と
に
帝
の
恩
を
感
じ
、
宣
州
老
兵
と
号
し
、
宣
州
の
名
勝
で
あ
る
敬
亭
山
に
ち
な
ん
で
、
敬
亭
山
人
と
号
し
て
い
た
。
姜
埰
は
臨

終
に
あ
た
り
二
人
の
息
子
に
、「
わ
た
し
は
先
帝
の
命
を
奉
じ
て
宣
州
で
衛
士
と
な
っ
た
、
死
ん
だ
ら
か
な
ら
ず
敬
亭
山
の
麓
に
埋
葬
し

て
も
ら
い
た
い
（
吾
奉
先
帝
命
戍
宣
州
、
死
必
葬
我
敬
亭
之
麓
）
」（『
明
史
』
本
伝
）
と
告
げ
た
。
長
子
の
安
節
は
、
実
節
と
と
も
に
父

の
遺
体
を
宣
城
の
敬
亭
山
の
麓
に
埋
葬
し
、
祠
堂
を
守
っ
た
。
そ
の
後
、
夫
婦
の
墓
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
考
え
、
長

男
の
安
節
は
、
康
煕
二
十
五
年
（
一
六
八
六
）
董
氏
の
棺
を
莱
陽
か
ら
宣
城
に
遷
し
、
姜
埰
の
墓
の
傍
ら
に
改
葬
し
た
の
で
あ
っ
た
（
6
）。
安
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節
は
、
そ
の
ま
ま
宣
城
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
が
、
父
と
と
も
に
、
実
の
母
親
の
墓
を
守
る
意
味
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
光
緒
『
宣
城
県

志
』
巻
二
十
六 

寓
士
に
は
姜
埰
の
伝
を
掲
げ
、
そ
の
末
尾
に
、

息
子
の
安
節
と
実
節
に
命
じ
、
棺
を
か
つ
い
で
敬
亭
山
麓
に
埋
葬
す
る
よ
う
命
じ
、
死
ん
で
も
命
令
を
違
え
ぬ
義
を
誌
そ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
門
人
は
貞
毅
先
生
と
い
う
私
謚
を
贈
っ
た
。
長
男
の
安
節
は
家
を
廬
墓
に
移
し
、
そ
の
ま
ま
宣
城
に
戸
籍
を
移

し
た
（
7
）。

と
記
さ
れ
て
い
る
（
8
）。
姜
安
節
の
妻
は
、
莱
陽
の
同
郷
で
、
清
の
順
治
四
年
（
一
六
四
七
）
進
士
に
な
り
、
浙
江
、
四
川
の
按
察
使
に
至
っ

た
宋
琬
の
娘
と
も
い
う
（
9
）。
宋
琬
は
、
詩
人
と
し
て
も
名
が
あ
り
、
南
施
（
施
閏
章
）
北
宋
（
宋
琬
）
と
称
さ
れ
た
人
で
あ
る
。『
府
君
貞

毅
先
生
年
譜
続
編
』
順
治
十
八
年
の
条
に
は
、
両
浙
按
察
使
と
な
っ
て
や
っ
て
き
た
宋
琬
が
、
姜
埰
を
招
こ
う
と
し
た
が
、
固
辞
し
た
と

の
記
事
も
あ
る
。

さ
て
、
正
妻
董
氏
が
崇
禎
十
二
年
（
一
六
三
九
）
に
亡
く
な
っ
た
二
年
後
の
崇
禎
十
四
年
（
一
六
四
一
）、
姜
埰
は
、
側
室
と
し
て
王

氏
を
迎
え
た
。
王
氏
は
、
揚
州
の
塩
商
で
あ
っ
た
王
永
の
娘
で
あ
る
。
側
室
と
は
い
え
、
実
際
は
後
妻
で
あ
る
。
こ
の
と
き
姜
埰
は
儀
真

の
知
県
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
翌
年
、
礼
科
給
事
中
と
し
て
首
輔
の
周
延
儒
ら
を
弾
劾
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
杖
刑
を
受
け
、
獄
に
つ
な
が

れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
莱
陽
に
あ
っ
て
は
、
姜
埰
の
父
、
そ
の
四
男
、
姜
垓
の
妻
ら
一
族
の
も
の
二
十
四
名
も
が
、
節
に
殉
じ
て
亡

く
な
っ
た
。
姜
埰
は
依
然
と
し
て
獄
に
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
母
親
や
家
族
は
、
ひ
と
え
に
王
氏
が
世
話
を
し
た
の
で
あ
る
。
崇
禎
十
七
年

（
一
六
四
四
）
に
は
、
姜
埰
が
宣
州
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
王
氏
は
そ
れ
に
付
き
従
う
が
、
明
王
朝
の
崩
壊
、
続
い
て
、
南
京
の
臨
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時
政
府
に
あ
っ
て
赦
免
さ
れ
る
も
の
の
、
阮
大
鋮
に
よ
る
迫
害
、
さ
ら
に
南
京
の
政
府
瓦
解
後
は
、
清
軍
の
攻
撃
を
避
け
、
各
地
を
逃
げ

回
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

魏
禧
の
撰
に
な
る
「
姜
貞
毅
先
生
副
室
王
孺
人
墓
誌
銘
」（『
敬
亭
集
』
附
録
）
で
は
、
姜
実
節
か
ら
の
聞
き
書
き
を
記
す
形
で
、
こ
の

間
の
王
氏
の
苦
労
を
記
し
て
い
る
（
10
）。
南
京
臨
時
政
府
の
瓦
解
後
、
姜
埰
一
家
は
浙
東
の
各
地
を
流
浪
し
て
い
た
。
順
治
三
年
（
一
六
四

六
）
清
軍
が
浙
東
に
迫
る
と
、
天
台
に
あ
っ
た
姜
埰
は
、
母
親
一
人
を
連
れ
て
夜
の
間
に
姿
を
消
し
て
し
ま
い
、
王
氏
と
家
人
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
王
氏
は
、
二
人
の
下
女
趙
氏
、
徐
氏
と
老
僕
一
人
を
連
れ
て
、
山
奥
の
あ
ば
ら
家
に
潜
ん
で

い
た
。
後
に
姜
埰
の
消
息
を
得
る
と
、
間
道
を
通
っ
て
新
安
（
安
徽
）
に
向
か
お
う
と
し
た
。
こ
の
時
、
呉
越
の
間
で
は
軍
隊
が
行
く
手

を
ふ
さ
ぎ
、
王
氏
は
趙
氏
を
母
、
徐
氏
を
姉
と
呼
ん
で
、
二
鼓
（
午
後
十
時
ご
ろ
）
が
鳴
る
と
行
動
し
、
五
鼓
（
午
前
五
時
ご
ろ
）
に
は

身
を
ひ
そ
め
る
と
い
っ
た
具
合
に
、
た
い
へ
ん
な
苦
労
を
な
め
な
が
ら
、
姜
埰
の
い
る
新
安
に
た
ど
り
着
い
た
。
冬
に
は
、
新
安
か
ら
真

州
（
儀
真
）
に
至
っ
た
。
翌
順
治
四
年
五
月
に
は
、
再
び
真
州
か
ら
新
安
に
行
き
、
七
月
に
は
ま
た
真
州
に
至
り
、
九
月
に
実
節
を
生
ん

だ
。
お
腹
に
子
を
宿
し
な
が
ら
、
幾
千
里
も
の
距
離
を
歩
き
回
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
姜
実
節
は
、
こ
の
よ
う
な
困
難
な
状
況
の
中
、
儀
真

で
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

姜
実
節
の
母
の
王
氏
は
、
康
煕
五
年
（
一
六
六
六
）
四
十
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
魏
禧
の
「
姜
貞
毅
先
生
副
室
王
孺
人
墓
誌
銘
」
に
よ
れ

ば
、

わ
た
し
（
魏
禧
）
は
壬
子
（
康
煕
十
一
年　

一
六
七
二
）
蘇
州
に
客
と
な
り
、
貞
毅
先
生
（
姜
埰
）
の
教
え
を
奉
じ
、
安
節
、
実

節
兄
弟
と
交
わ
り
を
結
ん
だ
。
今
年
、
庚
申
の
年
（
康
煕
十
九
年　

一
六
八
〇
）、
わ
た
し
は
真
州
に
や
っ
て
き
た
が
、
ち
ょ
う
ど
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真
州
の
人
士
が
先
生
（
姜
埰
）
の
位
牌
を
奉
じ
、
名
宦
と
し
て
崇
祀
し
て
お
り
、
安
節
、
実
節
も
い
っ
し
ょ
に
来
て
い
て
、
と
り
わ

け
親
密
に
集
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
実
節
は
、
八
月
二
日
に
王
孺
人
を
蘇
州
の
銅
井
山
の
原
に
埋
葬
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
涙
を
流
し

な
が
ら
孺
人
の
苦
労
を
語
り
、
わ
た
し
に
幽
室
の
文
（
墓
誌
銘
）
を
請
う
た
の
で
あ
っ
た
（
11
）。

と
し
て
、
以
下
、
姜
実
節
の
語
り
を
記
す
形
で
王
孺
人
の
生
涯
を
記
し
て
い
る
。
銅
井
山
は
、
蘇
州
西
郊
、
太
湖
の
ほ
と
り
光
福
山
の
近

く
に
あ
る
。
こ
の
文
章
自
体
、
姜
実
節
の
求
め
に
応
じ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

長
男
の
姜
安
節
は
、
父
の
姜
埰
と
母
の
董
孺
人
の
墓
を
守
る
た
め
に
宣
州
に
移
住
し
た
の
に
対
し
、
次
男
の
姜
実
節
は
、
後
で
も
触
れ

る
虎
丘
の
二
姜
先
生
祠
と
、
さ
ら
に
は
母
の
墓
を
守
る
意
味
で
、
蘇
州
に
残
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

三
、
明
の
遺
民
、
孝
子
と
し
て

姜
埰
は
臨
終
の
時
、
二
人
の
息
子
に
、
死
ん
だ
ら
か
な
ら
ず
敬
亭
山
の
麓
に
埋
葬
し
て
も
ら
い
た
い
と
告
げ
た
。
長
子
の
安
節
は
、
父

の
遺
体
を
宣
城
の
敬
亭
山
の
麓
に
埋
葬
し
た
後
、
祠
堂
を
守
っ
た
。
宣
城
は
か
つ
て
謝
朓
が
太
守
を
つ
と
め
、
そ
の
敬
亭
山
は
、
李
白
の

「
独
坐
敬
亭
山
」
詩
で
も
知
ら
れ
る
名
勝
で
あ
る
。
弟
の
実
節
は
蘇
州
に
残
り
、
虎
丘
の
二
姜
先
生
祠
を
守
り
、
そ
の
後
ろ
に
諫
草
楼
を

作
っ
て
、
姜
埰
の
崇
禎
帝
へ
の
諫
言
の
草
稿
を
お
さ
め
、
そ
こ
に
住
ん
だ
。
二
人
と
も
清
の
時
代
の
科
挙
に
は
応
じ
ず
、
姜
安
節
、
姜
実

節
の
兄
弟
は
、
父
と
同
じ
く
明
の
遺
民
で
あ
り
、
孝
子
と
し
て
知
ら
れ
る
。
二
人
は
、
姜
埰
の
没
後
、『
姜
貞
毅
先
生
輓
詩
』（
北
京
国
家

図
書
館
蔵
）
を
編
纂
刊
行
し
、
ま
た
姜
埰
み
ず
か
ら
が
順
治
十
六
年
、
五
十
三
歳
の
と
こ
ろ
ま
で
作
っ
て
い
た
『
自
訂
年
譜
』
に
加
え

東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要　

第
百
八
十
册

― 10 ―



て
、
そ
の
後
順
治
十
七
年
か
ら
世
を
去
る
康
煕
十
二
年
ま
で
の
『
府
君
貞
毅
先
生
年
譜
続
編
』
を
合
わ
せ
刊
行
し
て
い
る
（
12
）。
こ
れ
に
は
、

「
長
男
安
節
謹
編
、
次
男
実
節
謹
訂
」
と
題
さ
れ
る
。
姜
安
節
、
姜
実
節
兄
弟
は
、
父
親
の
顕
彰
に
つ
と
め
た
の
で
あ
る
。

蘇
州
の
虎
丘
に
設
け
ら
れ
た
二
姜
先
生
祠
に
つ
い
て
、
顧
詒
禄
『
虎
邱
山
志
』
巻
七 

祠
に
、

二
姜
先
生
祠
は
（
虎
丘
の
）
千
人
石
の
そ
ば
に
あ
る
。
四
賢
祠
と
壁
を
へ
だ
て
て
給
事
中
の
姜
埰
、
行
人
司
の
姜
垓
を
祀
る
。
湯

文
正
公
斌
が
建
て
た
も
の
で
あ
る
（
13
）。

と
あ
る
。
同
書
に
、
四
賢
祠
は
虎
丘
白
蓮
池
の
傍
に
あ
る
と
い
い
、
明
の
夏
原
吉
、
周
忱
、
王
恕
、
海
瑞
を
祀
る
祠
と
あ
る
。
ま
た
顧
禄

『
桐
橋
倚
棹
録
』
巻
四 

祠
宇
に
「
二
姜
先
生
祠
」
が
あ
り
、

二
姜
先
生
祠
は
、
白
蓮
池
の
東
に
あ
り
、
明
の
給
事
中
埰
と
弟
の
行
人
垓
を
祀
る
。
国
朝
康
熙
二
十
四
年
（
一
六
八
五
）
に
巡
撫

の
湯
斌
が
建
て
、
于
穎
の
記
が
あ
る
。
今
、
尚
書
の
晟
も
合
わ
せ
祀
ら
れ
て
い
る
。
按
ず
る
に
、
埰
、
字
は
如
農
、
崇
禎
朝
に
給
諫

の
官
と
な
り
、
杖
を
受
け
、
罰
と
し
て
宣
州
に
流
謫
さ
れ
、
年
六
十
七
に
し
て
卒
し
た
。
貞
毅
と
私
謚
さ
れ
た
。
著
に
は
『
正
義

集
』『
自
撰
年
譜
』
が
あ
る
。
垓
、
字
は
如
須
、
行
人
の
官
と
な
り
、
明
が
亡
ん
で
、
虎
丘
に
隠
棲
し
た
。
年
四
十
で
埰
よ
り
先
に

亡
く
な
り
、
貞
文
と
私
謚
さ
れ
た
。
著
に
は
『
楓
林
集
』
が
あ
る
。
晟
、
字
は
光
宇
、
杜
香
と
号
し
た
。
元
和
（
蘇
州
）
の
人
。
乾

隆
丙
戌
（
三
十
一
年　

一
七
六
六
）
の
進
士
、
刑
部
の
官
と
な
り
、
累
進
し
て
刑
部
尚
書
に
至
る
。
年
八
十
一
に
し
て
家
で
卒
し

た
。
晟
は
才
あ
る
者
を
引
き
立
て
、
清
廉
潔
白
な
人
柄
で
あ
っ
た
。
著
に
は
奏
議
若
干
巻
が
あ
る
（
14
）。
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と
あ
る
。
姜
晟
は
、
姜
実
節
の
曾
孫
に
あ
た
る
（
15
）。
姜
埰
、
姜
実
節
は
明
の
遺
民
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
末
裔
は
清
の
科
挙
に
応
じ
て
栄
達
し

て
い
た
。
こ
れ
も
明
の
遺
民
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
で
、
冒
襄
の
場
合
な
ど
も
同
じ
で
あ
る
（
16
）。
ま
た
『
虎
邱
山
志
』
の
同
じ
巻
に
、

姜
忠
肅
公
祠
は
東
塔
院
に
あ
る
。
光
禄
卿
を
追
贈
さ
れ
た
姜
瀉
里
を
祀
る
。
中
に
諫
草
楼
が
あ
り
、
上
に
貞
毅
公
埰
の
像
を
懸
け

て
い
る
。
楼
の
東
偏
に
は
嘉
魚
（
湖
北
）
の
熊
給
諫
開
元
の
位
牌
を
設
け
忠
肅
公
と
並
べ
て
祀
っ
て
い
る
。
ま
た
東
は
思
敬
居
、
改

過
軒
、
巾
箱
閣
で
あ
っ
て
、
孝
敏
公
の
読
書
の
場
所
で
あ
る
（
17
）。

と
あ
る
。
孝
敏
と
い
う
の
が
、
姜
実
節
の
謚
号
で
あ
る
（『
莱
陽
姜
氏
族
譜
』
巻
四
下
に
「
郷
謚
孝
敏
先
生
（
18
）」
）。
熊
開
元
は
、
明
の
末

年
、
姜
埰
と
と
も
に
崇
禎
帝
の
逆
鱗
に
触
れ
杖
刑
に
処
せ
ら
れ
た
人
。
顧
禄
『
桐
橋
倚
棹
録
』
の
前
と
同
じ
巻
に
も
、

姜
熊
祠
は
東
塔
院
に
あ
り
、
明
の
光
禄
卿
を
追
贈
さ
れ
た
姜
忠
肅
公
瀉
里
と
熊
侍
御
開
元
と
を
祀
っ
て
い
る
。
国
朝
康
熙
三
十
四

年
、
巡
撫
の
宋
犖
が
建
て
、
毛
奇
齢
が
記
を
作
っ
た
（
19
）。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
毛
奇
齢
の
記
は
、「
莱
陽
姜
忠
肅
祠
堂
碑
記
」（『
西
河
合
集
』
碑
記
巻
七
）
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

（
姜
忠
肅
祠
の
）
後
ろ
に
諫
草
楼
が
あ
り
、
ま
さ
し
く
貞
毅
（
姜
埰
）
が
の
り
う
つ
っ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
傍
に
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部
屋
が
あ
り
思
敬
と
い
う
。
貞
毅
の
仲
子
（
姜
実
節
）
が
い
う
。「
こ
れ
は
わ
た
し
の
書
斎
、
居
室
で
す
。
廟
を
過
ぎ
て
は
敬
を
思

う
わ
け
で
、
思
敬
の
記
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
わ
た
し
は
一
日
と
し
て
敬
亭
山
を
忘
れ
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。（
敬
亭
山
は

宣
州
に
あ
り
、
貞
毅
は
こ
こ
に
葬
ら
れ
て
い
る
）
」
康
熙
二
十
四
年
に
祠
が
完
成
し
、
越
え
て
三
年
、
貞
毅
の
仲
子
が
事
柄
を
述
べ

て
、
わ
た
し
奇
齢
に
こ
の
記
を
作
る
こ
と
を
嘱
し
た
の
で
あ
る
（
20
）。

と
あ
る
。「
過
廟
」
は
『
大
戴
礼
記
』
保
傅
に
「
過
闕
則
下
、
過
廟
則
趨
、
孝
子
之
道
也
」、「
思
敬
」
は
『
論
語
』
季
子
に
「
言
思
忠
、

事
思
敬
」。
こ
の
毛
奇
齢
の
文
章
も
、
姜
実
節
の
依
頼
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
姜
実
節
は
、
こ
う
し
た
名
家
た
ち
の
文
章
に

よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
幅
広
い
人
間
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
張
宇
声
『
明
遺
民
詩
人
姜
埰
評
伝
』（
中
華
書
局　

二
〇
一
九　

四

三
三
頁
）
で
は
、
姜
実
節
に
豊
か
な
財
産
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
す
べ
て
が
金
銭
に
よ
っ
て
解
決
で
き
た
と
も
思
わ

れ
な
い
が
、
名
家
た
ち
が
姜
実
節
の
求
め
に
応
じ
て
詩
文
を
書
い
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
謝
礼
の
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
に
姜
熊
祠
は
「
康
熙
二
十
四
年
に
祠
が
完
成
」
と
あ
る
が
、
巡
撫
の
宋
犖
は
、
康
煕
三
十
一
年
に
蘇
州
巡
撫
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
康
煕
三
十
四
年
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
顧
禄
『
桐
橋
倚
棹
録
』
姜
熊
祠
の
「
康
煕
三
十
四
年
」
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。

張
貞
の
「
虎
丘
二
姜
先
生
祠
記
」（『
杞
田
集
』
巻
三
）
に
、

両
先
生
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
一
時
の
人
士
た
ち
で
学
宮
や
書
院
に
両
先
生
を
祀
ろ
う
と
す
る
者
が
、
な
い
年
は
な
い
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
そ
の
土
地
に
官
と
な
っ
た
者
は
、
両
先
生
の
節
義
を
高
く
認
め
、
み
な
そ
の
求
め
に
応
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
蘇
州
の
人
も
ま

た
虎
丘
が
天
下
に
仰
ぎ
見
ら
れ
る
場
所
で
あ
り
、
十
分
に
そ
こ
に
配
さ
れ
る
資
格
が
あ
っ
た
の
で
、
康
煕
甲
子
（
二
十
三
年　

一
六
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八
四
）
に
ま
た
文
書
を
そ
ろ
え
て
、
鶴
澗
の
ほ
と
り
に
祠
を
築
い
て
祀
る
こ
と
を
有
司
に
請
う
た
。
位
牌
を
堂
に
昇
ら
せ
る
日
、
老

人
か
ら
子
供
ま
で
一
つ
ま
み
の
香
を
も
っ
て
祠
の
下
に
拝
す
る
者
が
万
の
単
位
に
の
ぼ
っ
た
。
わ
た
し
は
た
ま
た
ま
蘇
州
を
お
と
ず

れ
、
そ
の
盛
ん
な
様
子
を
親
し
く
目
に
し
た
。
如
農
先
生
（
姜
埰
）
の
仲
子
実
節
が
こ
の
こ
と
を
記
す
よ
う
嘱
し
た
の
で
あ
る
（
21
）。

と
あ
り
、
こ
の
「
祠
記
」
も
、
姜
実
節
の
依
頼
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
康
煕
二
十
三
年
、
当
局
に
二
姜
先
生
祠
を
設
け

る
申
請
を
し
、
翌
二
十
四
年
に
で
き
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。
鶴
澗
は
、『
虎
邱
山
志
』
巻
四 

山
水
に
、

養
鶴
澗
は
白
蓮
池
に
あ
る
。
清
遠
道
士
が
こ
こ
で
鶴
を
養
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
僧
南
印
が
そ
の
上
に
亭
を
作
っ
た
（
22
）。

と
あ
る
。
清
遠
道
士
は
、
唐
の
顔
真
卿
が
虎
丘
に
刻
し
た
「
清
遠
道
士
詩
」
で
知
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
虎
丘
の
白
蓮
池
の
近
く
で
あ
る
。

姜
実
節
の
号
、
鶴
澗
先
生
も
、
こ
こ
か
ら
来
て
い
る
。

こ
の
二
姜
先
生
祠
、
諫
草
楼
に
は
、
多
く
の
人
が
お
と
ず
れ
、
詩
を
作
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
銭
澄
之
『
田
間
詩
集
』
巻
二
十
二
「
客

隠
集
」
の
「
諫
草
楼　

姜
勉
中
学
在
為
先
人
如
農
給
諫
索
題
」
詩
（
こ
れ
に
は
丁
巳
至
己
未
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
丁
巳
、
康
煕
十
六
年　

一
六
七
七
の
作
）、

 

先
朝
直
節
已
千
秋　

先
朝
の
直
節　

已
に
千
秋

二
諫
同
時
本
不
謀
（
同
時
有
熊
魚
山
世
称
熊
姜
二
諫
）　

二
諫
時
を
同
じ
く
し
本も
と

謀
ら
ず
（
同
時
に
熊
魚
山
有
り
、
世
に
熊
姜
二
諫
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と
称
す
）

拝
杖
祇
知
臣
職
尽　

杖
を
拝
し
て
祇
だ
知
る
臣
職
を
尽
く
す
を

荷
戈
真
頼
聖
恩
優　

戈
を
荷
ひ
て
真
に
聖
恩
の
優
な
る
に
頼
る

生
棲
呉
苑
人
誰
問　

呉
苑
に
生
棲
し
て
人
誰
か
問
は
ん

死
葬
宣
城
（
公
戍
所
）
事
始
休　

死
し
て
宣
城
に
葬
ら
れ
（
公
の
戍
所
た
り
）
事
始
め
て
休や

む

疏
草
未
焚
中
有
涙　

疏
草
未
だ
焚
か
ず　

中
に
涙
有
り

時
聞
夜
雨
泣
楼
頭　

時
に
聞
く　

夜
雨　

楼
頭
に
泣
く
を

と
い
っ
た
詩
が
あ
る
。
詩
題
の
勉
中
は
、
姜
安
節
の
字
で
あ
る
（
23
）。
こ
こ
で
も
、
姜
安
節
、
実
節
兄
弟
が
、
銭
澄
之
に
詩
作
を
求
め
た
と
あ

る
。
こ
れ
も
父
親
の
顕
彰
活
動
の
一
環
で
あ
る
。
銭
澄
之
も
、
明
の
遺
民
で
あ
る
（
24
）。

『
国
朝
画
徴
続
録
』
巻
上
の
姜
実
節
の
伝
に
は
、

晩
年
、
二
姜
先
生
祠
を
虎
邱
に
建
て
、
ま
た
諫
草
楼
を
祠
の
後
ろ
に
築
き
、
隠
棲
の
場
と
し
た
。
足
は
市
中
に
入
ら
ず
、
人
は
鶴

澗
先
生
と
称
し
た
（
25
）。

と
あ
る
。
ま
た
張
符
驤
の
「
生
壙
誌
」（『
国
朝
耆
献
類
徴
』
巻
四
七
一 

姜
実
節
）
に
も
、
虎
丘
の
諫
草
楼
が
で
き
て
か
ら
は
、
そ
ち
ら

に
こ
も
り
、
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仲
子
は
筍
の
皮
で
作
っ
た
冠
を
か
ぶ
り
、
平
民
の
服
を
着
て
、
ど
ん
な
と
き
も
妻
子
を
城
内
に
行
か
せ
た
の
で
あ
っ
た
（
26
）。

と
見
え
、
ず
っ
と
虎
丘
に
あ
っ
て
、
蘇
州
の
城
内
に
入
ら
な
か
っ
た
と
あ
る
。
儒
服
を
棄
て
る
こ
と
、
足
を
町
中
に
踏
み
入
れ
な
い
こ
と

は
、
清
初
の
遺
民
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
行
動
で
あ
っ
た
。
明
の
遺
民
は
、
ま
ず
は
清
朝
に
仕
官
し
な
い
、
よ
り
具
体
的
に
は
清
朝
の
科

挙
に
応
じ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
行
動
が
示
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
は
、
清
の
統
治
機
関
が
置
か
れ
る
城
内
に
入
ら
な
い
こ
と
（
不
入

城
）
も
ま
た
、
遺
民
の
行
動
パ
タ
ー
ン
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
王
汎
森
「
清
初
士
人
的
悔
罪
心
態
与
消
極
行
為
」
で
は
、
こ
う
し
た
行
為
を

彼
ら
の
一
種
の
贖
罪
意
識
に
よ
る
も
の
と
述
べ
る
（
27
）。
明
清
の
交
替
に
よ
っ
て
、
身
近
に
あ
っ
た
者
た
ち
が
、
節
に
殉
じ
て
亡
く
な
っ
て
い

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
遺
民
た
ち
は
、
清
に
仕
え
な
い
と
は
い
っ
て
も
、
生
き
残
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
し
、
生
き
残
っ
た
以
上
、
強

制
さ
れ
た
清
の
習
俗
で
あ
る
弁
髪
を
結
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
彼
ら
が
、
一
種
の
後
ろ
め
た
さ
を
抱
き
な
が
ら
暮
ら
し
て
い

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
姜
埰
が
敬
亭
山
へ
の
埋
葬
を
望
ん
だ
の
も
、
そ
う
い
っ
た
心
情
が
背
景
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
姜
実

節
は
、
そ
う
し
た
父
親
の
思
い
を
晩
年
「
不
入
城
」
の
行
動
に
よ
っ
て
示
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
次
節
で
見
る
よ
う
に
、
姜
実
節
は
虎

丘
に
移
る
以
前
、
蘇
州
城
内
に
あ
る
藝
圃
で
暮
ら
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
が
。

姜
実
節
に
は
三
人
の
男
子
、
本
仔
、
本
仁
、
本
位
が
あ
り
、『
莱
陽
姜
氏
族
譜
』
巻
五
下
の
本
仔
で
は
「
世
居
蘇
州
府
閶
門
内
藝
圃
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
仔
の
孫
が
、
刑
部
尚
書
に
至
っ
た
晟
で
あ
る
（
28
）。

『
桐
橋
倚
棹
録
』
巻
八 

第
宅
に
は
、
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姜
行
人
垓
の
寓
舍
は
山
塘
に
あ
り
、「
山
塘
小
隠
」
の
額
を
か
け
て
い
た
。
垓
、
字
は
如
須
。
明
が
亡
ん
で
兄
の
埰
と
と
も
に
蘇

州
に
や
っ
て
き
て
、
虎
丘
の
山
塘
に
隠
棲
し
、
葉
襄
、
金
俊
明
、
任
大
任
な
ど
の
諸
宿
老
と
た
が
い
に
行
き
来
し
た
（
29
）。

と
あ
り
、
姜
埰
の
弟
の
姜
垓
は
山
塘
に
住
ん
で
い
た
。
山
塘
は
、
蘇
州
の
色
街
の
一
つ
で
も
あ
り
、
こ
こ
は
あ
る
意
味
、
姜
垓
に
ふ
さ
わ

し
い
場
所
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

四
、
藝
圃

姜
実
節
の
名
は
、
彼
が
暮
ら
し
て
い
た
蘇
州
の
名
園
藝
圃
の
名
と
と
も
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
姜
埰
は
、
清
の
は
じ
め
各
地
を
さ
ま
よ

い
、
そ
の
後
、
か
つ
て
知
県
を
つ
と
め
た
儀
真
に
十
四
年
ほ
ど
暮
ら
し
た
が
、
順
治
十
七
年
（
一
六
六
〇
）、
蘇
州
に
屋
敷
を
構
え
る
こ

と
に
な
る
。
姜
安
節
、
姜
実
節
の
『
府
君
貞
毅
先
生
年
譜
続
編
』
の
「
庚
子
年
五
十
四
歳
」
の
条
に
、

こ
の
年
、
蘇
州
の
鱄
諸
里
に
居
を
卜
し
た
。
数
畝
の
荒
園
で
あ
っ
た
が
、
も
と
は
文
相
国
湛
持
（
文
震
孟
）
の
别
業
で
あ
っ
た
。

い
く
さ
で
被
害
を
う
け
た
ま
ま
で
あ
っ
た
の
を
、
す
こ
し
修
理
を
し
て
、
そ
の
廬
に
東
莱
草
堂
と
署
し
、
ま
た
敬
亭
山
房
と
い
っ

た
。
時
に
雍
耐
广
（
雍
煕
日
）、
郝
印
月
、
李
灌
渓
、
姚
佺
期
、
周
子
佩
（
周
茂
蘭
）、
余
澹
心
（
余
懐
）、
徐
禎
起
（
徐
晟
）
ら
の

諸
公
と
山
水
の
間
で
気
ま
ま
に
過
ご
し
た
の
で
あ
っ
た
（
30
）。
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と
あ
る
。
現
在
藝
圃
の
名
で
蘇
州
の
名
園
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
園
林
は
、
蘇
州
の
繁
華
街
の
一
つ
で
あ
る
閶
門
か
ら
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
文

衙
巷
に
あ
る
。
通
り
の
名
で
あ
る
文
衙
は
、
文
震
孟
の
屋
敷
で
あ
っ
た
こ
と
に
ち
な
む
。
藝
圃
は
、
も
と
は
蘇
州
長
洲
の
人
袁
祖
庚
の
庭

園
で
あ
っ
た
。
袁
祖
庚
は
、
嘉
靖
二
十
年
（
一
五
四
一
）
の
進
士
で
あ
り
、
浙
江
按
察
副
使
に
至
っ
た
が
、
四
十
歳
で
致
仕
し
、
郷
里
の

蘇
州
に
戻
っ
て
、
こ
の
庭
園
を
営
ん
だ
。
酔
穎
堂
と
い
い
、
門
に
は
「
城
市
山
林
」
と
掲
げ
て
あ
っ
た
。
閶
門
の
近
く
は
、
蘇
州
で
も
指

折
り
の
商
業
地
帯
、
繁
華
街
で
あ
り
、
そ
こ
に
浮
世
を
離
れ
た
庭
園
を
設
け
た
か
ら
で
あ
る
。
後
に
、
こ
の
庭
園
は
、
や
は
り
蘇
州
の
人

文
震
孟
の
手
に
入
る
。
文
震
孟
は
、
文
徴
明
の
曾
孫
で
あ
り
、
天
啓
二
年
（
一
六
二
二
）
状
元
及
第
、
官
は
東
閣
大
学
士
、
す
な
わ
ち
宰

相
に
至
っ
た
。
文
震
孟
の
弟
が
、
明
末
文
人
趣
味
の
教
科
書
『
長
物
志
』
を
編
ん
だ
文
震
亨
で
あ
る
。『
長
物
志
』
は
、
園
林
に
つ
い
て

の
知
識
を
記
す
が
、
そ
の
手
本
と
な
っ
た
の
が
こ
の
園
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
点
で
は
、
園
は
薬
圃
と
い
っ
た
。
姜

埰
は
、
こ
の
薬
圃
を
入
手
し
、
名
を
頥
圃
と
改
め
る
。
ま
た
後
に
藝
圃
と
な
る
。

こ
の
屋
敷
を
手
に
入
れ
た
時
の
経
緯
に
つ
い
て
、
姜
埰
自
身
の
「
頥
圃
記
」（『
敬
亭
集
』
巻
六
）
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

己
亥
（
順
治
十
六
年　

一
六
五
九
）
の
夏
、
戦
の
気
配
は
や
ま
ず
（
鄭
成
功
の
南
京
攻
略
）、
わ
た
し
は
よ
ろ
よ
ろ
と
蘇
州
に
行

き
、
山
塘
の
陋
巷
に
借
家
住
ま
い
を
し
た
が
、
風
教
を
慕
っ
て
跡
を
訪
ね
よ
う
と
も
、
前
賢
の
遺
跡
を
両
先
生
（
袁
祖
庚
と
文
震

孟
）
の
末
席
に
う
か
が
お
う
と
も
、
ま
っ
た
く
思
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
友
人
の
芸
斎
周
子
が
突
然
あ
る
日
契
約
書
を
持
っ
て
や
っ

て
き
て
、
わ
た
し
に
こ
こ
に
住
め
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。
天
下
の
う
ち
求
め
ず
に
成
し
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
は
み
な
決
ま
っ
て
、
天
地

の
気
が
感
じ
て
、
心
志
と
ぴ
っ
た
り
合
う
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
憲
副
公
（
袁
祖
庚
）
が
四
十
に
し
て
官
職
を
な
げ
う
ち
、
禽
魚
の

楽
し
み
に
ふ
け
っ
た
の
が
、
こ
の
地
で
あ
り
、
署
し
て
「
城
市
山
林
」
と
い
っ
た
の
は
、
た
だ
仕
官
を
求
め
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
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本
物
の
山
林
に
入
る
こ
と
も
求
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
相
国
（
文
震
孟
）
が
門
を
閉
ざ
し
て
車
の
轍
を
掃
き
清
め
、
隠
居
し
て
草

花
を
植
え
た
の
も
、
ま
た
こ
の
地
で
あ
っ
て
、
署
し
て
「
薬
圃
」
と
い
っ
た
の
は
、
た
だ
三
公
の
栄
誉
を
求
め
な
か
っ
た
ば
か
り
で

な
く
、
ま
た
平
泉
の
楽
し
み
（
庭
園
の
楽
し
み
）
を
求
め
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
わ
た
し
は
周
子
に
謝
す
る
す
べ
も
な
い
の

で
、
あ
ら
た
め
て
「
頤
圃
」
と
署
す
る
こ
と
に
し
た
。『
易
』
の
「
頤
」
に
は
「
貞た
だ

し
け
れ
ば
吉
な
り
」「
み
ず
か
ら
口
実
を
求
む
」

と
あ
る
。
己
に
求
め
て
人
に
求
め
な
い
の
は
、
両
先
生
が
求
め
ず
し
て
成
し
た
も
の
を
こ
い
ね
が
う
の
で
あ
ろ
う
か
（
31
）。

こ
の
園
の
仲
介
を
し
た
の
が
芸
斎
周
子
だ
と
あ
る
。
芸
斎
周
子
は
、
周
茂
蘭
、
字
が
子
佩
で
あ
り
、
天
啓
年
間
、
魏
忠
賢
に
殺
さ
れ
た

周
順
昌
の
長
子
で
あ
る
（
32
）。
周
順
昌
は
蘇
州
の
人
。
明
末
東
林
以
来
の
人
間
関
係
と
い
え
よ
う
。

こ
の
園
に
つ
き
、
ま
ず
は
魏
禧
の
「
敬
亭
山
房
記
」（『
魏
叔
子
文
集
外
篇
』
巻
十
六
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
姜
埰
が
、
本
来
衛
士
と

し
て
赴
く
べ
き
で
あ
っ
た
宣
州
の
敬
亭
山
を
慕
っ
て
敬
亭
山
房
と
名
付
け
た
由
来
を
語
り
、
最
後
は
、

山
房
は
も
と
よ
り
美
し
い
林
水
で
あ
り
、
以
前
に
は
文
肅
公
（
文
震
孟
）
の
薬
圃
で
あ
り
、
さ
ら
に
前
に
は
副
使
袁
公
祖
庚
の
酔

穎
堂
で
あ
っ
た
。
三
公
は
い
ず
れ
も
賢
人
で
あ
っ
て
、
わ
た
し
は
そ
れ
を
柳
子
（
柳
宗
元
）
が
鈷
鉧
潭
の
西
の
小
丘
と
出
会
っ
た
の

を
賀
し
た
こ
と
に
比
す
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
仲
君
実
節
の
求
め
に
よ
っ
て
こ
の
記
を
作
っ
た
（
33
）。

と
あ
り
、
こ
の
文
章
も
ま
た
、
姜
実
節
の
依
頼
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
柳
宗
元
が
鈷
鉧
潭
の
西
の
小
丘
と
出
会
っ

た
の
を
賀
し
た
こ
と
は
、
そ
の
「
鈷
鉧
潭
西
小
丘
記
」
に
見
え
る
。
柳
宗
元
は
、
こ
の
鈷
鉧
潭
の
西
の
小
丘
を
安
い
値
段
で
買
っ
た
と
い
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っ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
そ
う
い
っ
た
含
み
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
こ
の
庭
園
が
有
名
に
な
る
の
は
、
汪
琬
が
園
記
を
書
き
、
詩
を
作
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
。
園
記
は
「
姜
氏
藝
圃
記
」「
藝
圃

後
記
」（
と
も
に
『
鈍
翁
続
稿
』
巻
十
八
）
の
二
篇
で
、
と
も
に
康
煕
十
六
年
（
一
六
七
七
）
の
作
と
さ
れ
る
（
34
）。「
姜
氏
藝
圃
記
」
で
は
、

藝
圃
は
、
前
給
事
中
莱
陽
姜
貞
毅
先
生
の
僑
寓
で
あ
る
。
わ
が
呉
郡
（
蘇
州
）
の
治
の
西
北
隅
は
、
も
と
よ
り
商
店
が
立
ち
並
ぶ

区
域
で
あ
り
、
騒
が
し
く
狭
苦
し
い
と
こ
ろ
で
、
住
む
者
は
そ
れ
を
苦
に
し
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
こ
の
藝
圃
は
そ
う
し
た
中
に

あ
っ
て
、
特
に
名
勝
と
し
て
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
35
）。

と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
、
園
内
の
様
子
を
描
き
出
し
、
そ
れ
に
続
け
て
、

い
ま
貞
毅
先
生
も
ま
た
前
朝
で
諫
官
と
し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
、
こ
こ
で
優
雅
に
の
ん
び
り
暮
ら
し
て
生
涯
を
終
え
ら
れ
た
。
そ

し
て
そ
の
二
人
の
息
子
も
読
書
の
好
士
、
風
流
文
雅
で
あ
っ
て
、
父
親
の
端
緒
を
受
け
継
ぎ
、
そ
れ
を
さ
ら
に
光
輝
か
せ
て
い
る
。

馬
の
蹄
、
車
の
轍
が
日
夜
門
に
至
り
、
す
ぐ
れ
た
賢
人
と
勝
境
と
が
、
こ
も
ご
も
重
き
を
な
し
て
い
る
。
四
方
の
騷
人
墨
士
が
、
詩

に
表
現
し
た
り
絵
画
に
あ
ら
わ
し
た
り
し
て
楽
し
み
、
二
十
年
あ
ま
り
が
経
っ
て
、
ま
す
ま
す
盛
ん
で
あ
る
の
も
、
ど
う
し
て
不
思

議
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
（
36
）。

と
、
姜
安
節
、
姜
実
節
の
二
人
に
言
及
し
て
い
る
。
姜
埰
が
は
じ
め
「
薬
圃
」
を
求
め
た
の
は
順
治
十
七
年
（
一
六
六
〇
）
で
あ
る
か
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ら
、
康
煕
十
六
年
（
一
六
七
七
）
は
、
お
よ
そ
二
十
年
に
な
る
。「
藝
圃
後
記
」
の
方
で
は
、
門
を
入
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
一
つ
一
つ
建

物
や
名
勝
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
い
く
つ
か
を
見
る
と
、

東
莱
草
堂
は
、
圃
の
主
人
が
賓
客
に
面
会
す
る
場
所
で
あ
る
。
主
人
は
代
々
莱
陽
に
住
ん
で
お
り
、
蘇
州
に
僑
居
し
て
も
な
お
そ

の
額
を
存
し
た
の
は
、
忘
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
（
37
）。

池
に
面
し
て
五
楹
の
間
の
建
物
が
あ
り
、
念
祖
堂
と
い
う
。
主
人
が
歲
時
伏
臘
（
夏
の
三
伏
、
冬
の
十
二
月
）
に
祭
祀
燕
享
を
行

な
う
場
所
で
あ
る
。
堂
の
前
は
広
い
庭
に
な
っ
て
お
り
、
左
の
壁
に
設
け
ら
れ
た
口
か
ら
入
る
と
、
暘
谷
書
堂
、
愛
蓮
窩
と
い
い
、

主
人
（
姜
埰
）
と
伯
子
（
姜
安
節
）
が
講
学
す
る
場
所
で
あ
る
。
堂
の
後
ろ
は
、
四
時
読
書
楽
楼
、
香
草
居
と
い
い
、
仲
子
（
姜
実

節
）
の
か
つ
て
の
塾
で
あ
る
。
堂
の
軒
に
沿
っ
て
右
に
行
け
ば
、
敬
亭
山
房
と
い
う
。
主
人
は
思
う
に
、
か
つ
て
諫
官
と
し
て
諫
言

を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
宣
城
に
謫
戍
さ
れ
た
。
行
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
年
を
取
る
に
及
ん
で
君
恩
を
追
懐
し
、
宣
城
の

山
の
名
を
取
っ
て
記
し
た
の
で
あ
る
。
館
を
紅
鵝
、
軒
を
六
松
と
い
い
、
こ
れ
も
仲
子
の
読
書
行
吟
の
場
所
で
あ
る
（
38
）。

真
ん
中
に
は
土
を
盛
っ
て
山
を
作
っ
て
あ
る
。
そ
の
頂
に
登
る
と
、
少
し
平
ら
に
な
っ
て
い
て
、
朝
爽
台
と
い
う
。
山
麓
の
水
辺

に
は
、
群
峰
十
数
が
あ
り
、
最
も
高
い
も
の
で
念
祖
堂
と
相
対
し
て
い
る
の
は
、
垂
雲
峰
と
い
う
。
愛
蓮
窩
の
向
い
に
あ
る
亭
は
、

乳
魚
亭
と
い
う
。
山
の
西
南
に
は
、
主
人
が
か
つ
て
棗
の
木
数
本
を
植
え
て
お
り
、
左
右
が
軒
に
な
っ
て
い
て
、
思
嗜
軒
と
い
う
、

伯
子
（
姜
安
節
）
が
そ
れ
を
作
り
、
そ
の
親
を
思
っ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
伯
子
と
弟
は
、
ま
た
改
過
軒
の
側
を
割
い
て
建
物
を
築
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き
、
主
人
の
遺
集
を
収
蔵
す
る
こ
と
に
し
、
諫
草
楼
と
い
う
、
ち
ょ
う
ど
工
事
が
は
じ
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
ま
だ
完
成
し
て
い
な
い
（
39
）。

と
い
っ
た
具
合
に
、
そ
の
内
部
の
様
子
、
特
に
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
に
つ
け
ら
れ
た
名
称
の
由
来
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
藝
圃
は
真

ん
中
に
大
き
な
池
が
あ
る
が
、
乳
魚
亭
で
魚
を
見
て
楽
し
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。「
秋
江
垂
釣
」
の
絵
も
、
こ
う
し
た
場
所
で
構
想
さ

れ
た
か
も
し
れ
な
い
と
想
像
す
る
の
も
な
か
な
か
楽
し
い
。「
藝
圃
後
記
」
は
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
ら
れ
る
。

藝
圃
の
様
子
は
お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
で
あ
る
。
主
人
と
は
誰
か
と
い
え
ば
、
前
の
記
に
い
う
貞
毅
先
生
が
そ
れ
で
あ
る
。
藝
の

文
字
を
そ
の
圃
に
つ
け
た
の
は
主
人
で
あ
り
、
わ
た
し
に
命
じ
て
こ
の
記
を
書
か
せ
た
の
は
仲
子
で
あ
る
。
仲
子
は
名
を
実
節
と
い

い
、
字
は
学
在
、
そ
の
他
は
み
な
前
の
記
に
記
し
た
の
で
、
重
ね
て
は
述
べ
な
い
（
40
）。

こ
の
園
記
も
ま
た
、
姜
実
節
の
求
め
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
、
東
莱
草
堂
は
、
郷
里
の
莱
陽
を

忘
れ
な
い
た
め
に
設
け
た
堂
で
あ
り
、
念
祖
堂
も
ま
た
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
祖
を
忘
れ
な
い
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
敬
亭
山
房
は
、

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
宣
城
の
敬
亭
山
に
ち
な
む
。
暘
谷
書
堂
、
愛
蓮
窩
は
、
姜
埰
と
姜
安
節
が
講
学
し
た
場
所
で
あ
り
、
四
時
読
書
楽

楼
、
香
草
居
は
姜
実
節
の
塾
で
あ
っ
た
。
暘
谷
書
堂
の
ほ
か
に
、
廊
下
を
響
月
と
称
し
た
。
暘
谷
は
日
が
出
る
場
所
、
つ
ま
り
日
と
月
と

で
、
明
王
朝
を
あ
ら
わ
す
。
響
月
の
二
字
の
中
に
も
「
明
」
字
が
あ
り
、
朝
爽
台
に
も
「
大
明
」
の
文
字
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後

に
虎
丘
に
移
さ
れ
る
諫
草
楼
も
、
は
じ
め
は
こ
こ
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
念
祖
堂
に
つ
い
て
は
、
黄
宗
羲
が
「
念
祖
堂
記
」（『
南
雷
文

案
』
巻
二
）
を
書
い
て
い
る
。
こ
れ
に
も
ま
た
、
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呉
門
の
周
子
潔
（
周
茂
藻
）
に
は
こ
こ
十
年
ば
か
り
会
っ
て
い
な
か
っ
た
。
丁
巳
（
康
煕
十
六
年　

一
六
七
七
）
の
中
秋
、
そ
の

一
札
を
得
た
。
そ
れ
は
、
姜
子
学
在
（
姜
実
節
）
の
た
め
に
「
念
祖
堂
記
」
を
書
い
て
ほ
し
い
と
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
念
祖
堂

は
、
卿
墅
先
生
（
姜
埰
）
の
住
ま
い
で
あ
る
。
先
生
は
莱
陽
の
人
で
あ
り
、
蘇
州
に
僑
寓
し
て
い
た
が
、
そ
の
本
を
忘
れ
な
い
た
め

に
、
堂
に
名
づ
け
て
記
し
た
の
で
あ
る
（
41
）。

と
あ
る
。
周
子
潔
は
、
周
順
昌
の
仲
子
。
黄
宗
羲
の
文
章
も
ま
た
、
姜
実
節
の
求
め
に
応
じ
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
末
尾
は
、

こ
の
堂
は
、
文
文
肅
（
文
震
孟
）
が
歌
い
哭
い
た
所
で
あ
る
。
文
肅
の
後
、
廃
さ
れ
て
厩
舎
に
な
っ
て
い
た
。
厩
舎
の
後
、
先
生

に
よ
っ
て
開
か
れ
た
。
文
肅
は
烏
程
（
温
体
仁
）
に
忌
ま
れ
、
先
生
は
陽
羨
（
周
延
儒
）
に
陥
れ
ら
れ
た
。
亡
国
の
怨
み
は
、
二
人

の
宰
相
が
大
い
に
関
与
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
天
下
の
興
亡
が
こ
の
一
堂
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
わ
た
し
は
昔
文
肅
に

謁
見
し
た
こ
と
が
あ
り
、
二
度
こ
の
地
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
曲
池
怪
石
、
鑑
賞
し
て
去
り
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
悲
し

み
は
ど
れ
ほ
ど
か
わ
か
ら
な
い
（
42
）。

と
結
ば
れ
る
。
黄
宗
羲
も
、
そ
の
父
の
黄
尊
素
を
魏
忠
賢
に
殺
さ
れ
た
東
林
の
清
流
で
あ
り
、
姜
埰
父
子
と
は
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

汪
琬
の
「
姜
氏
藝
圃
記
」
に
、
藝
圃
に
は
賢
人
た
ち
が
日
夜
お
と
ず
れ
、
四
方
の
騷
人
墨
士
が
、
詩
に
表
現
し
た
り
絵
画
に
あ
ら
わ
し
た

り
し
て
い
る
と
あ
っ
た
。
実
際
に
藝
圃
を
訪
れ
た
詩
人
も
多
く
、
藝
圃
に
ま
つ
わ
る
詩
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
「
藝
圃
記
」
を
あ
ら
わ
し
た
汪
琬
に
「
姜
子
学
在
園
池
」「
学
在
所
居
即
文
文
肅
公
薬
圃
也
、
感
賦
二
首
」「
思
嗜
軒
詩
」「
再
題

姜
氏
藝
圃
」「
藝
圃
十
二
詠
」「
藝
圃
小
遊
仙
六
首
」「
藝
圃
采
蓮
曲
四
解
」「
藝
圃
竹
枝
歌
四
首
」（
と
も
に
『
鈍
翁
続
稿
』
巻
二
）
が
あ

る
が
、
な
か
で
も
藝
圃
の
名
所
十
二
箇
所
を
詠
じ
た
「
藝
圃
十
二
詠
」
は
、
多
く
の
詩
人
に
唱
和
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
十
二
箇
所
と

は
、
南
邨
、
鶴
柴
、
紅
鵝
館
、
乳
魚
亭
、
香
草
居
、
朝
爽
台
、
浴
鷗
池
、
度
香
橋
、
響
月
廊
、
垂
雲
峰
、
六
松
軒
、
繡
仏
閣
で
あ
る
。
例

え
ば
、「
響
月
廊
」
は
、

回
廊
何
窈
窕　

回
廊
何
ぞ
窈
窕
た
る

鉤
簾
夜
景
清　

簾
を
鉤
す
れ
ば
夜
景
清
し

澹
澹
露
華
積　

澹
澹
と
し
て
露
華
積
も
り

迢
迢
漢
影
横　

迢
迢
と
し
て
漢
影
横
た
は
る

漸
見
高
梧
末　

漸
く
見
る　

高
梧
の
末

徘
回
圜
魄
明　

徘
回
す
れ
ば
圜
魄
明
ら
か
な
り

と
あ
る
。
漢
影
は
銀
河
、
圜
魄
は
満
月
。
こ
の
一
首
で
は
庚
の
韻
を
用
い
、
最
後
に
「
明
」
字
を
出
し
て
い
る
。
汪
琬
が
「
藝
圃
記
」
や

「
藝
圃
十
二
詠
」
を
作
っ
た
の
は
、
康
煕
十
六
年
（
一
六
七
七
）
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
続
い
て
、
孫
枝
蔚
『
溉
堂
集
』
続
集
巻
六

「
藝
圃
十
二
詠　

有
序
」
が
あ
る
。
そ
の
序
に
は
、     
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汪
民
部
苕
文
（
汪
琬
）
が
「
藝
圃
記
」
を
作
り
、
そ
れ
に
続
け
て
短
詠
十
二
章
を
作
っ
た
。
そ
の
詞
は
た
い
へ
ん
美
し
か
っ
た
。

わ
た
し
は
戊
午
（
康
煕
十
七
年　

一
六
七
八
）
五
月
に
蘇
州
を
お
と
ず
れ
、
学
在
（
姜
実
節
）
と
朝
も
晩
も
行
き
来
し
あ
っ
た
。
酒

を
飲
み
な
が
ら
、
わ
た
し
に
唱
和
の
詩
を
作
る
よ
う
頼
ん
だ
の
で
、
何
と
か
数
を
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
（
43
）。

と
あ
る
。
そ
の
「
響
月
廊
」
詩
。

園
景
夜
更
佳　

園
景　

夜　

更
に
佳
な
り

月
炤
修
廊
下　

月
は
炤て

る
修
廊
の
下

最
憐
梧
与
竹　

最
も
憐
れ
む
梧
と
竹
と

声
影
俱
瀟
灑　

声
影
倶
に
瀟
灑

高
歌
明
月
前　

明
月
の
前
に
高
歌
す
れ
ば

不
少
同
心
者　

少
な
か
ら
ず　

同
心
の
者

そ
し
て
、
こ
れ
よ
り
後
、
同
じ
年
に
藝
圃
を
訪
れ
、
汪
琬
の
詩
に
唱
和
し
た
の
が
、
一
代
の
正
宗
王
漁
洋
で
あ
っ
た
。
王
漁
洋
の
作

は
、『
漁
洋
続
集
』
巻
十
一
「
藝
圃
雑
詠
十
二
首　

為
莱
陽
姜
学
在
賦
」
で
あ
る
。
漁
洋
は
、
同
じ
「
響
月
廊
」
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う

な
詩
を
作
っ
て
い
る
。
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修
廊
非
一
曲　

修
廊　

一
曲
に
あ
ら
ず

窈
窕
随
清
樾　

窈
窕　

清
樾
に
随
ふ

掃
地
坐
焚
香　

地
を
掃
ひ　

坐
し
て
香
を
焚
き

心
跡
両
幽
絶　

心
跡　

両ふ
た
つな
が
ら
幽
絶

箖
箊
風
蕭
蕭　

箖
箊　

風　

蕭
蕭

無
人
見
明
月　

人
の
明
月
を
見
る
無
し

樾
は
木
陰
。
箖
箊
は
竹
の
名
。
孫
氏
は
姜
実
節
と
親
密
で
、
と
も
に
月
を
愛
で
る
心
で
詠
じ
て
い
る
の
に
対
し
、
漁
洋
の
方
は
、
む
し

ろ
い
ま
は
亡
き
姜
埰
の
不
在
を
思
う
詩
に
な
っ
て
い
る
。

藝
圃
詩
の
唱
和
は
さ
ら
に
続
き
、
南
施
北
宋
と
い
わ
れ
る
、
南
施
の
施
閏
章
に
「
和
藝
圃
十
二
詠
寄
姜
仲
子
学
在
」（『
学
餘
堂
集
』
詩

集
巻
十
三
）
が
あ
る
。
そ
の
序
に
は
、

藝
圃
は
、
呉
門
文
文
肅
公
の
旧
業
で
あ
り
、
莱
陽
前
給
諫
姜
貞
毅
先
生
の
客
舍
で
あ
る
。
汪
鈍
翁
（
汪
琬
）
が
学
在
（
姜
実
節
）

の
た
め
に
十
二
詠
を
作
り
、
王
阮
亭
（
王
漁
洋
）
が
そ
れ
に
和
し
た
詩
を
見
せ
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
わ
た
し
も
詩
を
作
っ
て
学
在
に

送
る
こ
と
に
す
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
呉
湖
州
園
次
（
呉
綺
）
が
一
日
で
詩
四
十
首
を
留
め
た
そ
う
だ
が
、
残
念
な
が
ら
見

て
い
な
い
（
44
）。 東
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と
あ
る
。
呉
綺
の
藝
圃
の
詩
は
、『
林
蕙
堂
全
集
』
巻
十
八
の
「
藝
圃
詩
為
学
在
賦
」
で
あ
る
が
、
詩
集
に
収
め
ら
れ
た
の
は
、
念
祖

堂
、
敬
亭
山
房
、
六
松
軒
、
四
時
読
書
楽
楼
、
繡
仏
閣
、
紅
鵝
館
、
香
草
居
、
乳
魚
亭
の
八
首
で
あ
り
、
こ
ち
ら
は
七
言
の
律
詩
で
あ

り
、
ス
タ
イ
ル
が
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
陳
維
崧
「
藝
圃
詩
序
」（『
陳
迦
陵
儷
体
文
集
』
巻
五
）
に
は
、「
わ
た
し
の
友
人
で
あ
る

呉
園
次
（
呉
綺
）
が
、
そ
の
書
斎
（
姜
実
節
の
藝
圃
）
を
た
ず
ね
、
あ
っ
と
い
う
間
に
詩
四
十
首
を
賦
し
た
。
学
在
（
姜
実
節
）
は
そ
れ

を
刊
行
し
て
世
に
伝
え
よ
う
と
し
、
あ
わ
せ
て
わ
た
し
に
序
文
を
依
頼
し
た
の
で
あ
る
（
吾
友
呉
園
次
過
其
斎
頭
、
頃
刻
為
賦
詩
四
十

首
、
学
在
梓
而
伝
之
、
並
属
予
為
序
云
）
」
と
あ
り
、
姜
実
節
は
、
た
し
か
に
呉
綺
の
詩
を
刊
行
し
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
施

閏
章
に
戻
れ
ば
、
そ
の
「
響
月
廊
」
詩
。

沈
沈
松
檜
冷　

沈
沈
と
し
て
松
檜
冷
え

䬃
䬃
風
泉
清　
䬃
䬃
と
し
て
風
泉
清
し

月
凉
鶴
自
警　

月
涼
し
く
鶴
自
ら
警
し

中
夜
時
一
鳴　

中
夜　

時
に
一
鳴
す

此
際
倚
欄
客　

此
の
際　

倚
欄
の
客

泠
然
滄
海
情　

泠
然
た
り
滄
海
の
情

こ
ち
ら
は
世
の
転
変
に
思
い
を
致
す
内
容
で
あ
る
。
施
閏
章
は
宣
城
の
人
で
あ
る
の
で
、
姜
埰
と
は
と
り
わ
け
深
い
結
び
つ
き
が
あ
っ

た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
同
じ
題
材
を
詠
じ
て
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
着
眼
と
気
分
が
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
が
、
そ
れ
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に
し
て
も
、
み
な
姜
実
節
と
の
関
係
か
ら
こ
れ
ら
の
詩
を
作
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
顔
の
広
さ
は
な
か
な
か
の
も
の
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

な
お
、
藝
圃
は
、
姜
埰
に
求
め
ら
れ
る
前
に
は
、
袁
祖
庚
の
酔
穎
堂
で
あ
り
、
文
震
孟
の
薬
圃
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
酔
穎
堂
に
し
て

も
、
薬
圃
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
詠
じ
た
詩
が
多
く
作
ら
れ
て
い
た
。
姜
実
節
は
、
そ
れ
ら
酔
穎
堂
と
薬
圃
を
詠
じ
た
詩
を
集
め
た
詩
集

を
入
手
し
、
刊
行
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
詩
集
は
、
現
在
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
蘇
州
虎
丘
の
塔
影
園
の
主
、
顧
苓
の

『
塔
影
園
集
』
巻
二
に
、「
姜
仲
子
合
刻
酔
穎
堂
薬
圃
詩
文
記
」
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

先
生
の
仲
子
（
姜
実
節
）
は
、
本
を
読
ん
で
は
古
を
懐
い
、
旧
聞
を
あ
ま
ね
く
集
め
、
憲
副
（
袁
祖
庚
）
の
『
酔
穎
堂
会
記
』
及

び
文
肅
公
（
文
震
孟
）
の
『
薬
圃
雑
詩
』
を
手
に
入
れ
、
そ
れ
を
合
刻
し
、
東
莱
草
堂
の
故
実
を
明
ら
か
に
し
て
、
わ
た
し
に
頼
ん

で
記
を
作
ら
せ
た
の
で
あ
る
（
45
）。

と
あ
り
、世

の
君
子
は
、
そ
の
詩
文
を
読
ん
で
、
そ
の
世
を
論
じ
、
そ
の
人
を
知
る
。
と
す
れ
ば
、
東
莱
草
堂
が
薬
圃
と
異
な
り
、
薬
圃
が

酔
穎
堂
と
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
世
で
あ
る
。
酔
穎
堂
が
薬
圃
と
同
じ
で
あ
り
、
薬
圃
が
東
莱
草
堂
と
同
じ
な
の
は
、
人
で
あ
る
。

仲
子
が
こ
の
本
を
刻
し
た
の
は
、
た
だ
単
に
詩
文
の
た
め
だ
け
で
あ
ろ
う
か
（
46
）。
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の
語
で
結
ん
で
い
る
。

藝
圃
に
つ
い
て
は
、
藝
圃
を
描
い
た
絵
画
も
知
ら
れ
る
。
清
初
四
王
の
一
人
王
翬
に
「
姜
貞
毅
藝
圃
図
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
（
47
）。
し
か
し
、
藝
圃
の
絵
は
さ
ま
ざ
ま
あ
っ
た
よ
う
で
、
百
年
の
後
に
も
、
王
鳴
盛
「
題
藝
圃
図
冊
後
」（『
春
融
堂
集
』
巻
四
十
五
）

が
あ
る
。
蘇
州
の
人
で
あ
る
王
鳴
盛
は
、
若
い
こ
ろ
、
友
人
た
ち
と
閶
門
の
あ
た
り
を
歩
い
て
い
て
姜
埰
の
藝
圃
と
姜
実
節
の
作
っ
た
諫

草
楼
を
思
い
、「
肅
然
と
し
て
敬
を
起
こ
し
、
徘
徊
俯
仰
、
去
る
こ
と
能
わ
ず
」
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
藝
圃
を
描
い
た
絵
を

見
て
書
い
た
の
が
、
こ
の
文
章
で
あ
る
。
姜
埰
そ
の
人
と
藝
圃
と
は
、
い
つ
ま
で
も
蘇
州
の
人
々
の
思
い
出
に
残
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
な
お
、
藝
圃
は
現
在
修
復
さ
れ
、
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

五
、
詩
詞

姜
実
節
は
、
当
時
の
文
人
の
常
と
し
て
詩
を
作
り
、
書
画
の
作
が
あ
る
。
そ
し
て
、
と
り
わ
け
画
家
と
し
て
名
が
あ
っ
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。『
国
朝
画
徴
続
録
』
巻
上
の
姜
実
節
の
伝
に
は
、「
詩
に
工
み
、
書
画
を
善
く
す
（
工
詩
善
書
画
）
」
と
あ
っ
た
。
姜
実
節
に
は

『
焚
餘
草
』
と
題
す
る
詩
集
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
伝
わ
ら
な
い
（
48
）。
現
在
見
ら
れ
る
の
は
、『
鶴
澗
先
生
遺
詩
』『
鶴
澗
先
生
遺
詩

補
遺
』
で
あ
り
、
こ
れ
は
羅
振
玉
の
編
に
か
か
る
（『
雪
堂
叢
刻
』
所
収
）。『
遺
詩
』
の
羅
振
玉
跋
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

鶴
澗
先
生
の
画
跡
は
、
孤
潔
冷
雋
で
、
倪
雲
林
（
倪
瓚
）
の
跡
を
継
ぎ
、
詩
も
ま
た
清
迥
絶
俗
、
そ
の
人
と
な
り
の
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
息
子
が
編
ん
だ
『
焚
餘
艸
』
と
い
う
の
を
二
十
年
ば
か
り
さ
が
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い
。
そ
し
て
『
国
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朝
詩
別
裁
集
』『
山
左
詩
鈔
』『
江
蘇
詩
徴
』
の
よ
う
な
総
集
に
選
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
わ
ず
か
数
篇
し
か
な
く
、
そ
れ
が
逸
し
て

久
し
い
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
今
年
の
春
、
上
海
に
あ
っ
て
、
先
生
の
書
画
冊
を
売
り
た
い
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
遺
詩
十
餘

章
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。（
日
本
京
都
の
）
東
山
の
寓
廬
に
帰
っ
て
、
ま
た
荷
物
を
ほ
ど
い
て
自
分
が
持
っ
て
い
た
先
生
の

画
跡
を
出
し
、
そ
れ
に
諸
家
の
選
ん
だ
も
の
を
合
わ
せ
て
、
前
後
総
計
四
十
九
篇
の
詩
を
得
た
、
ま
た
豹
の
一
斑
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
先
生
の
平
生
の
行
誼
に
至
っ
て
は
、
諸
家
の
記
述
は
相
当
簡
単
で
、
そ
の
生
卒
の
年
月
を
載
せ
て
い
る
も
の

も
な
い
。
巻
中
「
游
堯
峰
」
詩
の
序
と
張
符
驤
が
作
っ
た
先
生
の
「
生
壙
記
」
に
拠
っ
て
、
わ
が
朝
の
順
治
四
年
丁
亥
の
年
に
生
ま

れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
明
の
世
を
距
た
る
こ
と
数
年
で
あ
る
。
先
人
の
訓
を
守
り
、
清
朝
に
仕
え
ぬ
節
義
を
高
く
持
ち
、
父
母
が

い
ま
だ
合
葬
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
自
ら
生
壙
を
営
み
、
あ
え
て
妻
と
い
っ
し
ょ
に
埋
葬
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
。
ま
た
巻
中

の
「
由
木
瀆
入
崇
禎
橋
」「
贈
戴
南
枝
」
な
ど
の
諸
篇
を
読
む
と
、
家
国
の
痛
み
が
、
白
首
と
な
っ
て
も
新
た
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
ろ
う
。
か
の
龔
鼎
孳
や
銭
謙
益
な
ど
よ
う
に
朝
禄
を
は
み
、
名
は
当
代
に
満
ち
な
が
ら
、
一
旦
世
の
中
が
変
わ
れ
ば
、
こ
と
ご
と

く
そ
の
平
生
の
声
望
を
失
な
う
も
の
な
ど
、
先
生
と
比
べ
れ
ば
、
恥
じ
て
死
な
な
い
で
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
集
録
が
終
っ
た
の

で
、
謹
ん
で
巻
尾
に
書
し
、
そ
の
気
高
い
徳
を
記
す
の
で
あ
る
。
宣
統
甲
寅
、
後
学
上
虞
羅
振
玉
東
山
寓
居
の
洗
耳
池
に
記
す
（
49
）。

羅
振
玉
は
、
こ
こ
で
宣
統
甲
寅
と
し
て
い
る
が
、
実
は
宣
統
甲
寅
は
、
一
九
一
四
年
で
あ
っ
て
、
民
国
三
年
に
あ
た
る
。
こ
の
と
き
羅

振
玉
は
日
本
の
京
都
に
亡
命
し
て
き
て
お
り
、「
東
山
寓
居
の
洗
耳
池
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
浄
土
寺
の
寓
居
の
こ
と
で
あ
る
（
50
）。
羅
振
玉

は
、
ほ
か
に
も
明
の
遺
民
徐
枋
の
年
譜
で
あ
る
『
徐
俟
斎
先
生
年
譜
』
を
編
ん
で
お
り
、
清
初
に
お
け
る
明
の
遺
民
に
は
関
心
を
抱
い
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
羅
振
玉
が
、
清
の
遺
民
と
し
て
清
室
を
思
う
心
に
い
つ
わ
り
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
最
後
に
「
満
州
国
」
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と
関
わ
り
を
持
っ
た
が
た
め
に
漢
奸
扱
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
皮
肉
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。

『
遺
詩
』
に
は
四
十
九
首
を
収
め
、
そ
の
後
乙
酉
の
年
（
民
国
三
十
四
年　

一
九
四
五
）
の
識
語
を
附
す
『
補
遺
』
に
は
、
十
三
首
が

収
め
ら
れ
て
い
る
（
51
）。
羅
振
玉
が
、「
家
国
の
痛
み
」
と
い
っ
て
い
た
「
由
木
瀆
入
崇
禎
橋
」「
贈
戴
南
枝
」
二
首
を
見
よ
う
。

由
木
瀆
入
崇
禎
橋

黄
葉
吹
残
晩
寂
寥　

黄
葉　

吹
残
し
て
晩
に
寂
寥

疏
楊
木
瀆
水
蕭
蕭　

疏
楊
の
木
瀆　

水
蕭
蕭

驚
心
忽
下
天
涯
涙　

驚
心　

忽
ち
下
る　

天
涯
の
涙

猶
有
崇
禎
往
日
橋　

猶
ほ
有
り　

崇
禎　

往
日
の
橋

崇
禎
橋
は
、
蘇
州
西
南
に
位
置
す
る
木
瀆
鎮
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
た
か
も
草
木
黄
落
す
る
秋
の
季
節
。
明
の
世
は
過
ぎ
去
っ
た

も
の
の
、
そ
こ
に
残
る
崇
禎
橋
の
名
に
涙
し
た
の
で
あ
る
。

虎
丘
贈
山
陰
戴
南
枝

四
海
都
成
戦
伐
塵　

四
海　

都す
べ

て
戦
伐
の
塵
と
成
り

家
山
回
首
各
沾
巾　

家
山　

回
首
す
れ
ば　

各
お
の
お
の

巾
を
沾
す

月
明
夜
静
千
人
石　

月
明
ら
か
に　

夜
静
け
し　

千
人
石

清
初
文
人
姜
実
節
の
生
涯
と
そ
の
文
学
藝
術

― 31 ―



只
有
酸
心
両
個
人　

只
だ
有
り　

酸
心　

両
個
の
人

戴
南
枝
は
、
山
陰
（
紹
興
）
の
人
、
戴
易
。
四
海
す
べ
て
が
戦
乱
の
巷
と
化
し
、
と
も
に
故
郷
を
離
れ
て
い
る
二
人
が
虎
丘
の
千
人
石

で
さ
や
か
な
月
を
な
が
め
て
い
る
。「
酸
心
」
と
い
う
言
葉
は
、
古
い
用
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
俗
語
的
な

い
い
方
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
か
え
っ
て
、
二
人
の
心
の
あ
り
さ
ま
に
ぴ
っ
た
り
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
姜
実
節
に
は
『
酸
心

集
』
と
い
う
集
が
あ
っ
た
と
も
い
う
。

姜
実
節
の
遺
詩
に
は
、
ま
た
羅
振
玉
が
い
う
よ
う
に
、
題
画
の
詩
も
多
い
。「
仿
倪
高
士
山
水
並
附
小
詩
」。

浅
草
沙
汀
路　

浅
草　

沙
汀
の
路

無
人
屣
歩
還　

人
の
屣
歩
し
て
還
る
無
し

白
鷗
多
謝
汝　

白
鷗　

汝
に
多
謝
せ
ん

同
我
看
青
山　

我
と
同
に
青
山
を
看
る
に

な
ど
は
、
季
節
こ
そ
ち
が
え
、
先
の
「
秋
江
垂
釣
」
の
題
辞
「
共
我
睡
者　

其
惟
白
鷗
（
我
と
共
に
睡
る
者
は　

其
れ
惟
だ
白
鷗
の

み
）
」
な
ど
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

姜
実
節
の
遺
詩
で
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
妓
女
を
詠
じ
た
詩
も
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。「
贈
女
校
書
張
憶
娘
」
詩
。
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六
年
前
見
傾
城
色　

六
年
前
に
見
る　

傾
城
の
色

猶
是
雲
英
未
嫁
身　

猶
ほ
是
れ
雲
英
未
だ
嫁
せ
ざ
る
の
身

今
日
相
逢
重
問
姓　

今
日　

相
逢
ひ
て　

重
ね
て
姓
を
問
ふ

座
中
愁
殺
白
頭
人　

座
中　

白
頭
の
人
を
愁
殺
す

雲
英
未
だ
嫁
さ
ず
と
は
、『
唐
詩
紀
事
』
巻
六
十
九
に
見
え
る
、
羅
隠
の
故
事
。
羅
隠
が
か
つ
て
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
鍾
陵
の
妓
女
雲

英
に
、
ま
だ
科
挙
に
合
格
で
き
な
い
の
か
、
と
か
ら
か
わ
れ
た
時
、
答
え
て
作
っ
た
詩
の
「
我
未
成
名
君
未
嫁
（
我
未
だ
名
を
成
さ
ず 

君
未
だ
嫁
さ
ず
）
」
に
も
と
づ
く
。
こ
の
姜
実
節
の
詩
は
、『
国
朝
詩
別
裁
集
』
巻
二
十
一
に
収
め
ら
れ
、
そ
こ
で
は
「
題
簪
花
図
」
と

題
し
、
詩
の
後
に
、

こ
れ
は
歌
者
張
乙
娘
の
肖
像
で
あ
る
。
蔣
繡
穀
（
蔣
深
）
が
楊
子
鶴
に
嘱
し
て
描
か
せ
た
も
の
。
当
時
詩
を
賦
す
も
の
が
多
か
っ

た
。
濃
繊
肥
膩
、
独
り
作
者
盛
衰
の
感
が
、
一
座
を
傾
倒
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
（
52
）。

と
あ
る
。
こ
の
「
簪
花
図
」
に
つ
い
て
は
、
袁
枚
『
小
倉
山
房
詩
集
』
巻
七
に
も
「
題
張
憶
娘
簪
花
図　

並
序
」
が
あ
り
、
張
憶
娘
は
康

煕
年
間
の
は
じ
め
、
蘇
州
で
色
藝
と
も
に
当
時
の
色
街
に
お
け
る
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
蔣
繡
穀
が
「
簪
花
図
」
を
作
っ
て
、
尤
侗
、
汪
士

鋐
、
恵
士
奇
ら
の
名
士
が
詩
を
題
し
た
。
ほ
ど
な
く
、
こ
の
絵
が
誰
か
に
盗
ま
れ
て
し
ま
い
、
探
し
求
め
た
と
こ
ろ
、
揚
州
の
大
商
人
の

元
に
あ
る
と
わ
か
り
、
蔣
繡
穀
は
、
ほ
か
の
絵
と
か
え
て
取
り
戻
し
た
。
袁
枚
は
後
に
そ
の
絵
を
見
て
、
こ
の
詩
を
作
っ
た
と
い
う
。
羅
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振
玉
の
『
鶴
澗
先
生
遺
詩
』
で
は
、
題
を
「
贈
女
校
書
張
憶
娘
」
と
し
、
題
下
に
、

こ
の
詩
は
、
ま
た
「
張
憶
娘
簪
花
図
」
の
巻
中
に
も
題
さ
れ
て
い
る
。
図
巻
は
い
ま
粤
中
の
辛
氏
の
所
蔵
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

や
は
り
手
稿
原
題
の
ま
ま
記
す
こ
と
に
す
る
（
53
）。

と
あ
る
。
粤
中
の
辛
氏
と
は
、
清
末
広
東
の
賞
鑑
家
と
し
て
知
ら
れ
る
辛
燿
文
で
あ
ろ
う
。
こ
の
図
に
題
さ
れ
た
詩
は
、
江
標
に
よ
っ
て

集
め
ら
れ
、『
張
憶
娘
簪
華
図
巻
題
詠
』（『
靈
鶼
閣
叢
書
』
所
収
）
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
は
、「
是
日
即
席
又
贈
一

首
」
と
題
し
て
姜
実
節
の
こ
の
詩
を
収
め
て
い
る
。「
莱
陽
姜
実
節
」
と
署
し
、「
莱
陽
主
人
」「
行
雲
流
水
」「
十
年
一
覚
揚
州
夢
」
の
印

が
捺
さ
れ
て
い
た
と
あ
る
。

『
桐
橋
倚
棹
録
』
巻
五 

冢
墓
の
「
莱
陽
処
士
姜
実
節
墓
」
で
は
、「
詩
は
剣
南
（
陸
游
）
を
宗
と
し
、
画
は
雲
林
を
師
と
す
（
詩
宗
剣

南
、
画
師
雲
林
）
」
と
あ
る
（
54
）。

姜
実
節
の
詞
に
つ
い
て
は
、
蔣
景
祁
『
瑤
華
集
』
巻
五
に
、「
虞
美
人　

卞
園
早
梅
」「
臨
江
仙　

紀
遊
」
の
二
首
が
収
め
ら
れ
る
（
55
）。

『
明
詞
綜
』
巻
九
に
も
収
め
ら
れ
る
「
臨
江
仙　

紀
遊
」
を
見
よ
う
。

夢
断
羅
幃
春
睡
浅

小
楼
風
竹
頻
敲

渓
流
一
曲
抹
山
腰
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雨
香
初
払
柳

日
気
漸
烘
桃

笑
解
金
亀
同
買
酔

故
人
雅
集
今
宵

闘
詩
量
酒
興
還
饒

暁
鐘
斉
女
墓

残
月
大
姑
橋 

「
旅
の
思
い
出
」
と
で
も
い
っ
た
詞
で
あ
る
。
薄
絹
の
と
ば
り
の
内
、
春
の
睡
り
は
浅
く
、
夢
も
と
だ
え
た
。
こ
の
小
楼
を
風
に
揺
れ

る
竹
が
し
き
り
に
た
た
く
。
山
の
麓
を
渓
流
が
め
ぐ
っ
て
い
る
。
雨
あ
が
り
の
香
り
が
柳
を
払
い
、
日
の
光
が
桃
の
花
を
暖
め
る
。

笑
っ
て
金
亀
を
酒
に
換
え
て
と
も
に
酔
い
を
買
う
（
賀
知
章
が
金
亀
を
酒
に
換
え
て
李
白
を
も
て
な
し
た
）。
今
宵
、
友
人
た
ち
の
優

雅
な
集
ま
り
。
詩
を
作
り
酒
を
飲
み
、
興
趣
あ
ふ
れ
る
。
楽
し
ん
で
い
て
、
斉
女
の
墓
（
常
熟
虞
山
に
あ
る
）
に
暁
の
鐘
を
聞
き
も
し
た

し
、
大
姑
橋
（
莱
州
に
あ
っ
た
）
で
残
月
を
な
が
め
も
し
た
。
あ
ち
ら
で
も
こ
ち
ら
で
も
、
夜
を
日
に
つ
い
で
の
雅
会
で
あ
っ
た
。

詞
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
名
だ
た
る
詞
作
者
た
ち
が
姜
実
節
に
詞
を
寄
せ
て
い
る
。
朱
彝
尊
の
『
曝
書
亭
詞
』
に
は
、「
満
庭
芳　

宣

徳
窯
青
花
脂
粉
箱
為
莱
陽
姜
学
在
賦
」
が
収
め
ら
れ
る
。

朱
彝
尊
の
は
詞
で
あ
る
が
、
こ
の
姜
実
節
が
蔵
し
て
い
た
「
宣
徳
窯
青
花
脂
粉
箱
」
に
つ
い
て
は
、
呉
綺
「
姜
仲
子
宣
窯
脂
粉
箱
題
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詞
」（『
林
蕙
堂
全
集
』
巻
十
）、
汪
琬
「
宣
徳
窯
脂
粉
箱
歌
並
序
」（『
鈍
翁
続
稿
』
巻
二
）、
毛
奇
齢
「
宣
徳
窯
青
花
脂
粉
箱
歌　

為
莱
陽

姜
仲
子
賦
」（『
西
河
合
集
』
七
言
古
詩
巻
九
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
掲
李
恵
儀
論
文
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

ほ
か
に
、
余
懐
の
『
玉
琴
斎
詞
』
に
、「
鳳
皇
台
上
憶
吹
簫　

送
姜
学
在
游
金
陵
和
顧
庵
」、
陳
維
崧
『
迦
陵
詞
全
集
』
に
、「
菩
薩
蛮　

呉
門
将
帰
為
姜
学
在
題
歲
寒
図
」（
巻
二
）、「
山
花
子　

送
姜
学
在
由
呉
門
之
宛
陵
清
明
掃
墓
」（
巻
三
）、「
満
庭
芳　

咏
宣
徳
窯
青
花
脂

粉
箱
為
莱
陽
姜
学
在
賦
」（
巻
十
三
）、「
金
菊
対
芙
蓉　

姜
学
在
自
宛
陵
掃
墓
帰
停
舟
過
訪
即
送
其
返
呉
門
」
な
ど
が
あ
る
。

六
、
書
画

姜
実
節
の
名
は
、
当
時
、
あ
る
い
は
現
在
も
、
画
家
と
し
て
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
絵
画
に
関
す
る
記
録
の
中

に
、
そ
の
名
を
し
ば
し
ば
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
に
も
何
度
か
引
用
し
た
『
国
朝
画
徴
続
録
』
巻
上
や
『
国
朝
画

識
』
巻
四
、『
歴
代
画
史
彙
伝
』
巻
三
十
ほ
か
画
家
の
伝
記
集
に
、
姜
実
節
の
伝
が
立
て
ら
れ
る
。
ま
た
、『
呉
越
所
見
書
画
録
』
巻
五
の

「
眀
季
姜
学
在
水
墨
雲
壑
高
居
図
立
軸
」、『
桐
陰
論
画
』
巻
下
な
ど
の
、
絵
画
評
の
書
に
も
、
そ
の
作
品
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
秦
祖
永

『
桐
陰
論
画
』
巻
下
で
は
、
姜
実
節
を
「
逸
品
」
と
し
て
、

姜
学
在
実
節
。
山
水
は
倪
雲
林
の
法
を
学
び
、
筆
遣
い
超
雋
で
あ
り
、
呉
下
の
人
は
最
も
尊
重
し
た
。
わ
た
し
は
尺
幅
数
種
を
見

た
が
、
峰
巒
は
簡
淡
、
林
木
は
蕭
疎
、
極
め
て
清
曠
の
致
を
備
え
て
い
た
。
し
か
し
、
落
筆
は
あ
ま
り
謹
厳
で
は
な
く
、
処
処
に
荒

率
の
態
が
あ
っ
た
。
思
う
に
、
荒
率
は
そ
の
長
所
で
あ
り
、
ま
た
短
所
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
56
）。
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と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
陳
維
崧
「
菩
薩
蛮　

呉
門
将
帰
為
姜
学
在
題
歲
寒
図
」
の
よ
う
に
、
姜
実
節
の
絵
画
に
つ
い
て
の

詩
詞
も
あ
る
。「
歳
寒
図
」
に
つ
い
て
は
、
毛
奇
齢
も
「
題
姜
実
節
歲
寒
図
」
二
首
（ 『
西
河
合
集
』
七
言
絶
句
巻
七
）
を
作
っ
て
い
る
。

雪
裏
尋
君
続
旧
歓　

雪
裏　

君
を
尋
ね
旧
歓
を
続
く

金
昌
亭
下
重
盤
桓　

金
昌
亭
下　

重
ね
て
盤
桓

相
看
多
少
蕭
条
意　

相
看
る　

多
少
ぞ
蕭
条
の
意

恰
好
題
来
是
歳
寒　

恰
も
好
し　

題
し
来
た
れ
る
は
是
れ
歳
寒

二
朔
風
吹
雪
満
姑
蘇　

朔
風　

雪
を
吹
き　

姑
蘇
に
満
ち

濁
酒
傾
来
不
用
沽　

濁
酒　

傾
け
来
た
り　

沽か

ふ
を
用
ひ
ず

松
竹
院
過
梅
樹
下　

松
竹
院
に
過
ぐ　

梅
樹
の
下

与
君
同
入
歲
寒
図　

君
と
同
に
入
る　

歳
寒
の
図

冬
の
寒
い
日
に
蘇
州
に
姜
実
節
を
た
ず
ね
、
酒
を
酌
ん
で
、
旧
交
を
温
め
た
。
そ
こ
で
姜
実
節
は
、
み
ず
か
ら
描
い
た
「
歳
寒
図
」
を

示
し
て
、
詩
を
題
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
外
を
見
れ
ば
、
万
物
蕭
条
、
歳
寒
の
様
子
で
あ
る
。
そ
し
て
絵
も
ま
た
ち
ょ
う
ど
歳
寒
の
図
で
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あ
る
。
歳
寒
の
図
に
は
、
冬
に
も
変
わ
ら
な
い
松
竹
と
梅
花
が
描
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
自
分
た
ち
も
ま
た
、
歳
寒
図
中
の
人
物
の
よ

う
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
厲
鶚
『
樊
榭
山
房
集
』
続
集
巻
二
詩
乙
に
も
、「
題
姜
学
在
画
松　

為
鮑
西
岡
運
判
作
」
が
あ
る
。
こ
れ
も

姜
実
節
の
松
を
描
い
た
絵
に
題
し
た
詩
で
あ
る
。
金
昌
亭
は
、
ま
さ
し
く
閶
門
の
近
く
に
あ
り
、
藝
圃
か
ら
も
山
塘
、
虎
丘
か
ら
も
遠
く

は
な
い
場
所
で
あ
る
。

そ
の
現
在
見
ら
れ
る
作
品
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ま
ず
は
『
敬
亭
集
』
の
巻
首
に
収
め
ら
れ
る
姜
埰
の
肖
像
で
あ
る
「
姜
貞
毅
先
生
荷
戈

遺
像
」
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
版
心
に
「
不
孝
次
男
実
節
泣
血
敬
摹
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
莱
陽
姜
氏
族
譜
』
巻
九 

節
義
に
見
え
る
姜
埰

の
伝
に
は
、「
自
写
荷
戈
小
像
（
自
ら
荷
戈
の
小
像
を
写
す
）
」
と
あ
る
か
ら
、
も
と
の
図
は
姜
埰
自
身
が
描
い
た
も
の
の
よ
う
で
、
姜

実
節
が
そ
の
図
を
模
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
姿
は
、
遺
言
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
鎗
を
持
つ
宣
城
の
衛
士
の
姿
で
あ
る
。 

こ
れ
に
つ
い

て
は
、
冒
襄
「
題
黄
門
姜
如
農
先
生
荷
戈
敬
亭
図
兼
呈
勉
中
学
在
両
世
兄
」（『
同
人
集
』
巻
九
）、
全
祖
望
「
題
姜
如
農
侍
郎
荷
戈
図
」

（『
鮚
埼
亭
詩
集
』
巻
五
）
な
ど
の
詩
が
あ
り
、
時
代
は
下
る
が
翁
方
綱
「
未
谷
摹
姜
貞
毅
敬
亭
荷
戈
図
属
題
」（『
復
初
斎
詩
集
』
巻
三
十

二
）、
桂
馥
の
「
荷
戈
図
跋
」（『
晩
学
集
』
巻
三
）
な
ど
も
あ
る
。

姜
実
節
の
絵
に
は
、
山
水
が
多
く
、
各
地
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
も
と
き
ど
き
出
品
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
所
蔵
が
確
実
に
わ
か

る
も
の
に
つ
い
て
み
れ
ば
、「
茅
亭
夕
陽
図
」（
重
慶
三
峡
博
物
館
蔵
）、「
雲
林
遺
意
図
」（
四
川
博
物
院
蔵
）、「
江
南
山
水
図
」（
東
京
国

立
博
物
館
蔵
）、「
秋
山
亭
子
」（
上
海
博
物
館
蔵
）、「
一
壑
泉
声
図
」（
上
海
博
物
館
蔵
）、
ま
た
書
に
「
行
楷
五
言
詩
扇
面
」（
重
慶
三
峡

博
物
館
）、「
行
書
七
言
詩
」（
重
慶
三
峡
博
物
館
）、「
草
書
信
札
七
通
」（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
蔵
）
な
ど
が
あ
る
。

そ
の
絵
に
は
、
冒
頭
で
触
れ
た
「
秋
江
垂
釣
」
に
「
師
倪
黄
二
法
」
と
あ
っ
た
し
、「
双
峰
秀
峙
図
」（
北
京
保
利
オ
ー
ク
シ
ョ
ン   

二

〇
一
五
年
春
）
に
、
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倪
高
士
（
倪
瓚
）
に
、
荊
浩
の
「
双
峰
秀
峙
図
」
を
臨
模
し
た
も
の
が
あ
る
。
姜
仲
子
は
ま
た
数
百
年
の
後
に
臨
模
す
る
の
で
あ

る
。
莱
陽
逸
士
実
節
（
57
）。

と
あ
っ
た
り
す
る
よ
う
に
、
倪
瓚
、
黄
公
望
に
学
ん
だ
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
「
江
南
半
幅
」（「
江
南
山
水

図
」
）
に
は
、

辛
未
（
康
煕
三
十
年　

一
六
九
一
）
の
仲
秋
、
た
ま
た
ま
西
湖
か
ら
船
を
う
か
べ
て
、
道
中
寧
市
を
過
ぎ
、
潯
陽
に
宿
泊
し
た
。

汪
氏
の
主
人
が
紙
を
出
し
て
拙
作
を
求
め
た
。
ま
こ
と
に
は
ず
か
し
い
の
で
あ
る
が
。
姜
実
節
（
58
）。

と
題
し
て
い
る
。「
寧
市
」
の
「
寧
」
字
は
い
ま
ひ
と
つ
明
瞭
さ
を
欠
き
、
自
信
が
な
い
。
寧
市
を
寧
国
府
と
解
す
れ
ば
、
宣
城
は
寧
国

府
に
属
す
る
の
で
、
杭
州
か
ら
宣
城
を
通
っ
て
江
西
の
潯
陽
ま
で
行
っ
た
時
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
江
南
半
幅
」
は
、
董
源
の
山

水
画
を
、
沈
周
が
評
し
た
こ
と
ば
。
こ
の
絵
の
構
図
は
、
董
源
の
「
瀟
湘
図
」
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
姜
実
節
が
、
人
か
ら
頼
ま
れ

て
絵
を
描
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
汪
氏
が
誰
で
あ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
汪
と
い
え
ば
、
徽
州
商
人
の
大
族
の
一
つ
で

あ
り
、
そ
の
彼
ら
が
お
金
を
出
し
て
姜
実
節
に
絵
を
描
い
て
も
ら
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
姜
実
節
の
場
合
、
あ
る
い
は
絵
を
描
く
こ
と

が
そ
の
収
入
の
一
部
を
な
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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七　

風
流

先
に
詩
詞
に
つ
い
て
見
た
と
こ
ろ
で
、
姜
実
節
の
遺
詩
に
、
妓
女
に
関
わ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
触
れ
た
。
叔
父
の
姜
垓
の
南
京
秦
淮

で
の
話
が
『
板
橋
雑
記
』
に
見
え
た
よ
う
に
、
姜
実
節
は
、
と
り
わ
け
妓
女
陳
素
素
と
の
恋
物
語
が
知
ら
れ
て
い
る
。『
詞
苑
叢
談
』
巻

九
に
次
の
よ
う
な
逸
話
が
見
え
る
。

莱
陽
姜
仲
子
は
、
二
分
明
月
女
子
と
号
し
た
広
陵
（
揚
州
）
の
妓
陳
素
素
が
お
気
に
入
り
で
あ
っ
た
。
後
に
さ
る
勢
力
家
が
彼
女

を
広
陵
に
連
れ
帰
り
、
姜
は
そ
の
た
め
に
寝
食
を
廃
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
人
を
つ
か
わ
し
、
密
か
に
手
紙
を
送
り
、
結
婚
し
た
い

と
の
思
い
を
伝
え
た
。
陳
は
使
い
の
者
に
悲
痛
な
面
持
ち
で
、
身
に
つ
け
て
い
た
金
の
指
輪
を
断
ち
切
っ
て
姜
に
送
り
、
か
な
ら
ず

「
還
る
（
環
と
還
は
同
音
）
」
と
の
意
を
伝
え
た
。
姜
は
そ
れ
を
得
て
、
感
涙
に
む
せ
び
、
友
人
の
呉
彤
本
（
呉
寿
潜
）
に
詞
を
題

す
る
よ
う
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
呉
は
姜
の
た
め
に
酔
春
風
一
闋
を
賦
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
詞
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

玉
甲
伝
芳
信

金
縷
和
香
褪

懸
知
掩
涙
訴
東
風

問
、
問
、
問
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明
月
誰
憐

二
分
無
頼

鎖
人
方
寸

情
与
長
江
並

夢
向
巫
山
近

好
将
環
字
証
団
圞

認
、
認
、
認

有
結
都
開

留
糸
不
断

些
些
心
印
（
59
）

美
し
い
爪
で
気
持
ち
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
あ
な
た
の
髪
の
香
の
す
る
金
の
ひ
も
も
。
遙
か
に
知
る
、
あ
な
た
は
涙
を
お
さ
え
東
風
に

訴
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
た
ず
ね
る
、
た
ず
ね
る
、
た
ず
ね
る
。
明
月
を
誰
が
憐
れ
ん
で
く
れ
る
の
か
、
二
分
の
月
が
あ
っ
て
も
い
か
ん
と

も
し
よ
う
が
な
く
（
二
人
は
離
れ
ば
な
れ
に
な
り
い
か
ん
と
も
し
よ
う
が
な
く
）、
人
の
心
を
鎖
す
（
天
下
の
明
月
の
三
分
の
二
は
揚
州

の
月
が
占
め
る
と
い
う
唐
の
徐
凝
の
「
憶
揚
州
」
詩
「
天
下
三
分
明
月
夜
、
二
分
無
頼
是
揚
州
」
の
句
を
踏
ま
え
る
。
ま
た
も
ち
ろ
ん
二

分
明
月
女
子
陳
素
素
）。
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思
い
は
長
江
と
同
じ
、
夢
は
巫
山
に
近
い
。
よ
か
っ
た
。
環
（
還
）
の
文
字
で
、
い
っ
し
ょ
に
な
れ
る
こ
と
が
証
さ
れ
た
。
わ
か
っ

た
、
わ
か
っ
た
、
わ
か
っ
た
。
結
び
目
が
み
な
ほ
ど
け
、
糸
（
思
い
）
は
断
た
れ
な
い
、
わ
ず
か
ば
か
り
で
も
心
が
通
じ
合
う
。

陳
素
素
は
、
も
と
も
と
揚
州
の
人
で
あ
っ
た
の
が
、
ひ
と
こ
ろ
蘇
州
に
来
て
お
り
、
そ
れ
が
ま
た
揚
州
に
連
れ
去
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
冒
頭
に
挙
げ
た
「
野
芳
浜
」
の
詩
は
、
彼
女
が
蘇
州
に
い
た
時
に
作
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に
符
丁
が
合
う
。
詞
を
作
っ
た

呉
寿
潜
は
、
呉
綺
の
息
子
で
あ
る
。

陳
素
素
に
つ
い
て
は
、『
国
朝
画
識
』
巻
十
七
に
『
虎
邱
綴
英
志
略
』
か
ら
引
い
た
伝
が
見
え
、

陳
素
素
は
江
都
（
揚
州
）
の
人
で
、
自
ら
二
分
明
月
女
子
と
名
の
っ
た
。
莱
陽
姜
学
在
の
姬
で
あ
っ
た
。
美
し
く
艷
や
か
で
、
絵

が
描
け
、
ま
た
歌
も
上
手
だ
っ
た
。
名
流
の
呉
園
次
（
呉
綺
）、
毛
西
河
（
毛
奇
齢
）、
余
淡
心
（
余
懐
）
な
ど
の
諸
公
に
み
な
詩
が

あ
る
。
好
事
の
者
が
そ
の
事
で
曲
を
作
り
、
秦
楼
月
伝
奇
を
作
っ
た
（
60
）。

と
あ
る
。
そ
の
詩
集
『
二
分
明
月
集
』
は
、『
秦
楼
月
』
に
附
さ
れ
て
お
り
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
版
本
に
は
見
え
な
い
が
、
呉

綺
『
林
蕙
堂
全
集
』
巻
四
に
「
陳
素
素
詩
集
序
」
が
あ
る
。
そ
の
詩
に
つ
い
て
、

泣
く
の
は
窮
途
の
よ
う
で
あ
り
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
閨
房
の
阮
籍
で
あ
り
、
知
己
の
弔
い
を
思
う
と
こ
ろ
は
、
女
性
の
虞
翻
と
称
さ

れ
る
だ
ろ
う
（
61
）。
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と
述
べ
て
い
る
。
阮
籍
は
、
車
を
走
ら
せ
、
道
が
行
き
止
ま
り
に
な
る
と
泣
い
た
と
い
い
、
虞
翻
は
、
死
ん
だ
ら
青
蠅
く
ら
い
し
か
自
分

の
弔
い
に
は
来
て
く
れ
な
い
と
い
っ
た
（『
三
国
志
』
巻
五
十
七 

呉
書 

虞
翻
伝
、
裴
松
之
注
引
『
虞
翻
別
伝
』
）。
真
娘
を
弔
っ
て
詞
を

作
っ
た
こ
と
を
指
そ
う
。
趙
懐
玉
『
亦
有
生
斎
集
』
詩
巻
十
六
に
は
「
題
二
分
明
月
女
子
陳
素
墨
蘭
」
詩
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
彼
女
の

絵
が
そ
れ
な
り
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

陳
素
素
の
詩
集
『
二
分
明
月
集
』
に
は
、
そ
の
詩
詞
六
十
首
が
収
め
ら
れ
る
。
な
か
に
は
、「
尋
迷
楼
故
址
」「
二
十
四
橋
」「
虎
丘
」

「
剣
池
」
な
ど
の
よ
う
に
、
揚
州
、
蘇
州
の
名
勝
を
詠
じ
た
詩
も
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
「
和
天
水
生
見
贈
韻
」「
再
和
天
水
生
見
贈

韻
」「
経
紅
鵝
館
贈
天
水
」「
再
経
紅
鵝
館
贈
天
水
」「
送
天
水
遊
西
湖
」「
鳳
仙
花
呈
天
水
」「
通
草
花
呈
天
水
」「
別
天
水
帰
訪
求
二
親
踪

跡
」「
抵
維
揚
寄
天
水
」「
接
天
水
書
感
賦
」「
剪
指
環
寄
天
水
」「
再
接
天
水
書
感
賦
」「
端
陽
前
三
日
接
天
水
書
以
衣
見
寄
病
中
不
能
作

答
口
占
二
絶
用
誌
永
懐
」
の
各
詩
は
、
天
水
す
な
わ
ち
姜
実
節
に
答
え
た
詩
で
あ
る
。
天
水
（
甘
粛
省
。
杜
甫
の
詩
で
知
ら
れ
る
か
つ
て

の
秦
州
）
は
姜
氏
発
祥
の
地
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
姜
実
節
を
指
す
。
そ
し
て
、
陳
素
素
の
和
詩
の
多
く
に
姜
実
節
の
詩
も
収
め
て
い
る
。

例
え
ば
、
姜
実
節
の
詩
、

碧
水
朱
欄
比
画
図　

碧
水
朱
欄　

画
図
に
比
す

繁
華
自
古
羨
江
都　

繁
華　

古
自
り　

江
都
を
羨
む

阿
儂
家
近
蕃
釐
観　

阿
儂　

家
は
近
し
蕃
釐
観　

一
樹
瓊
花
絶
代
無　

一
樹
の
瓊
花　

絶
代
無
し
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こ
れ
は
、
陳
素
素
に
会
っ
て
は
じ
め
の
こ
ろ
の
詩
で
あ
ろ
う
か
。
蕃
釐
観
は
揚
州
の
道
観
。
そ
こ
に
は
み
ご
と
な
瓊
花
の
木
が
あ
り
、

欧
陽
脩
の
「
瓊
花
芍
薬
世
に
倫
無
し
」（『
欧
陽
文
忠
公
集
』
外
集
巻
第
六
「
答
許
発
運
見
寄
」
）
で
知
ら
れ
、
宋
の
徽
宗
が
「
蕃
釐
観
」

の
扁
額
を
書
い
た
。
江
都
、
す
な
わ
ち
揚
州
の
す
ば
ら
し
い
風
景
や
蕃
釐
観
の
瓊
花
の
よ
う
に
、
あ
な
た
は
絶
世
の
美
女
、
と
の
挨
拶
で

あ
る
。
揚
州
は
瓊
花
で
知
ら
れ
、
郭
明
道
『
揚
州
瓊
花
詩
詞
』（
江
蘇
古
籍
出
版
社　

二
〇
〇
一
）
一
書
も
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
陳

素
素
の
返
し
は
、

臨
邛
曾
愛
酒
家
図　

臨
邛　

曾
て
愛
す　

酒
家
の
図

得
見
相
如
果
甚
都　

見
る
を
得
た
り　

相
如
の
果
た
し
て
甚
だ
都
な
る
を

豈
惜
琴
心
通
一
笑　

豈
に
惜
し
ま
ん　

琴
心
一
笑
を
通
ず
る
を

不
知
曾
聘
茂
陵
無　

知
ら
ず　

曾
て
茂
陵
に
聘
せ
ら
る
る
や
無
き
や
を

こ
こ
で
は
司
馬
相
如
と
卓
文
君
の
故
事
を
用
い
て
答
え
て
い
る
。
臨
邛
の
富
豪
の
娘
で
あ
っ
た
卓
文
君
は
、
司
馬
相
如
の
う
る
わ
し
い

姿
（『
史
記
』
司
馬
相
如
伝
に
「
甚
都
」
）
を
見
、
そ
の
琴
の
音
に
ひ
か
れ
て
駆
け
落
ち
し
、
後
に
臨
邛
の
町
に
戻
っ
て
二
人
で
酒
家
を

開
い
た
。
相
如
は
、
後
に
文
学
の
才
を
買
わ
れ
て
武
帝
に
召
し
出
さ
れ
た
。
す
て
き
な
あ
な
た
を
見
て
感
激
し
ま
し
た
。
あ
な
た
が
琴
を

弾
い
た
な
ら
、
ど
う
し
て
一
笑
を
惜
し
み
ま
し
ょ
う
。
い
っ
し
ょ
に
酒
家
を
開
く
の
も
い
い
で
す
わ
。
そ
れ
に
し
て
も
、
あ
な
た
は
天
子

か
ら
お
招
き
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
す
か
、
と
答
え
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
「
別
天
水
帰
訪
求
二
親
踪
跡
」「
抵
維
揚
寄
天
水
」
の
二
首
は
、
果
た
し
て
豪
族
に
連
れ
去
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
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い
が
、
蘇
州
か
ら
一
度
揚
州
に
戻
っ
た
時
の
詩
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
首
の
間
に
あ
る
「
滸
関
泣
別
」
も
、
蘇
州
郊
外
の
滸
墅
関
ま
で
見
送

ら
れ
た
時
の
作
で
あ
ろ
う
。「
覓
二
親
踪
跡
不
可
得
感
傷
而
作
」
は
、
揚
州
で
の
作
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
接
天
水
書
感
賦
」「
剪
指
環
寄

天
水
」
は
、
揚
州
で
姜
実
節
の
手
紙
を
読
み
、
指
輪
を
送
っ
た
時
の
詩
で
あ
ろ
う
。「
剪
指
環
寄
天
水
」
は
、

佩
帯
金
環
記
有
年　

金
環
を
佩
帯
し　

記
す　

年
有
り

一
朝
伝
語
寄
郎
前　

一
朝　

語
を
伝
へ　

郎
の
前
に
寄
す

団
欒
不
是
艱
難
事　

団
欒
は
是
れ
艱
難
の
事
な
ら
ず

只
要
郎
心
金
様
堅　

只
だ
要
す　

郎
心
の
金
様
に
堅
き
を

長
年
身
に
つ
け
て
い
た
金
の
指
輪
を
、
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
言
葉
と
し
て
あ
な
た
に
お
届
け
し
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
な
る
の
な
ど

簡
単
。
あ
な
た
の
気
持
ち
が
金
の
よ
う
に
堅
け
れ
ば
い
い
の
で
す
。

そ
う
し
た
や
り
と
り
を
含
ん
だ
詩
集
で
あ
る
。
こ
の
詩
集
に
は
さ
ら
に
後
ろ
に
「
名
媛
題
詠
」
と
し
て
、
こ
の
詩
集
を
読
ん
だ
多
く
の

女
性
詩
人
た
ち
の
詩
を
収
め
て
い
る
が
、
中
に
は
戯
曲
の
『
秦
楼
月
』
を
読
ん
で
の
作
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
先
に
『
秦
楼

月
』
伝
奇
を
見
て
み
よ
う
（
62
）。

『
秦
楼
月
』
は
、
蘇
州
の
朱
素
臣
の
作
。
一
九
二
六
年
に
陶
湘
輯
『
喜
咏
軒
叢
書
』
甲
編
に
影
印
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
呉
梅
、
王
孝

慈
の
手
を
経
て
、
現
在
北
京
の
国
家
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
本
が
、『
古
本
戯
曲
叢
刊
』
三
集
に
影
印
さ
れ
、
さ
ら
に
二
〇
一
六
年
に
文
物

出
版
社
か
ら
影
印
本
が
出
さ
れ
て
い
る
。
北
京
国
家
図
書
館
本
に
は
『
二
分
明
月
集
』
も
附
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
か
『
古
本
戯
曲
叢
刊
』
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の
影
印
本
に
は
見
え
な
い
の
だ
が
、
北
京
国
家
図
書
館
本
に
は
封
面
が
あ
り
、「
呉
門
朱
素
臣
編　

秦
楼
月　

二
分
明
月
女
子
集
附　

文

喜
堂
梓
行
」
と
あ
る
。
は
じ
め
に
「
蕊
栖
居
士
呉
綺
紅
鵝
館
に
題
す
」
と
す
る
呉
綺
の
序
が
あ
る
。
紅
鵝
館
は
、
藝
圃
の
中
の
建
物
で
あ

り
、
呉
綺
に
は
姜
実
節
の
伝
で
あ
る
「
紅
鵝
生
小
伝
」
が
あ
る
（『
林
蕙
堂
全
集
』
巻
十
一
）。
序
に
続
い
て
、
呉
綺
の
散
曲
「
題
情
」
を

収
め
て
い
る
。「
天
水
生
の
事
に
感
じ
、
戯
れ
に
為
に
代
わ
り
て
賦
す
（
感
天
水
生
事
、
戯
為
代
賦
）
」
と
あ
る
。
実
は
、
こ
の
『
秦
楼

月
』
の
中
に
、
呉
綺
自
身
を
モ
デ
ル
に
し
た
袁
武
子
な
る
人
物
が
登
場
す
る
。
自
分
が
登
場
す
る
戯
曲
を
見
て
、
序
文
を
書
き
、
散
曲
を

作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
。
こ
の
散
曲
の
末
尾
に
、
呉
梅
の
自
筆
で
「
辛
亥
冬
仲
読
薗
次
曲
即
書
秦
楼
月
巻
首
」
と
し
て
七
言

絶
句
二
首
が
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
ろ
に
は
、「
二
十
二
年
九
月
卅
日
潞
河
孝
慈
王
立
承
識
」
と
す
る
王
孝
慈
の
識
語
が
あ
る
。
続

い
て
「
新
編
秦
楼
月
目
録
」。
さ
ら
に
「
二
分
明
月
女
子
小
照
」
陳
素
素
の
肖
像
が
あ
り
、「
七
十
五
叟
顧
雲
臣
摹　

鮑
承
勲
鐫
」
と
あ
っ

て
後
渓
菊
人
の
題
詩
が
あ
る
。
続
け
て
六
葉
の
挿
絵
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
題
詩
が
あ
る
。
最
初
の
図
の
版
心
に
「
旌
徳
鮑
承
勛
刻
」
と

あ
る
。
最
初
の
図
の
題
詩
は
「
呉
下
悔
庵
題
」
と
す
る
七
言
絶
句
。
悔
庵
は
尤
侗
で
あ
る
。
第
二
図
に
は
「
右
調
相
見
歓　

伊
人
書
於
梅

花
楼
」
と
あ
る
。
伊
人
は
、
顧
湄
。
第
三
図
に
は
「
右
調
長
相
思　

其
年
氏
題
」
と
あ
る
。
其
年
は
陳
維
崧
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
版
心
に

「
鮑
天
錫
刻
」
と
あ
る
。
第
四
図
は
「
蜀
眉
山
鈍
老
」
の
七
言
絶
句
。「
鮑
天
錫
鐫
」。
第
五
図
は
「
広
霞
山
人
書
於
衣
香
閣
上
」
と
題
す

る
七
言
絶
句
。
広
霞
山
人
は
余
懐
。「
鮑
天
錫
鐫
」。
第
六
図
は
「
右
調
鵲
橋
仙　

笠
翁
」
と
あ
り
、
李
漁
で
あ
る
。「
旌
邑
鮑
承
勛
刻
」。

こ
の
よ
う
に
当
時
の
有
名
人
た
ち
が
詩
詞
を
寄
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
旌
徳
は
、
安
徽
寧
国
府
の
県
。
宣
城
に
近
い
場
所
で
あ
る
。『
姜

貞
毅
先
生
輓
章
』
に
収
め
る
「
姜
貞
毅
先
生
荷
戈
遺
像
」
の
版
心
に
も
「
不
孝
次
男
実
節
泣
血
敬
摹
／
旌
徳
鮑
守
業
字
承
勛
拜
鐫
」
と
あ

っ
た
。

巻
首
に
は
「
秦
楼
月
巻
上　
苼
庵
伝
奇
第
十
五
種
」「
呉
門
朱
素
臣
編
次　

湖
上
李
笠
翁
評
閲
」
と
あ
る
。
本
文
に
は
評
点
が
施
さ
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れ
、
眉
欄
に
評
語
が
あ
る
。『
秦
楼
月
』
は
上
下
二
巻
に
分
か
れ
、
上
巻
、
下
巻
に
そ
れ
ぞ
れ
十
四
齣
、
合
わ
せ
て
二
十
八
齣
か
ら
な
る

戯
曲
で
あ
る
。
話
の
あ
ら
ま
し
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

主
人
公
の
呂
貫
が
登
場
し
て
自
己
紹
介
を
し
、「
わ
た
し
は
呂
貫
、
字
を
儀
生
と
い
い
、
莱
陽
の
人
で
あ
る
。
父
親
は
、
黄
門
を
拝

し
、
直
諫
に
よ
っ
て
、
そ
の
賢
き
さ
ま
が
競
う
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
小
生
呂
貫
、
字
儀
生
、
莱
陽
人
也
。
先
君
拝
黄
門
、
直
諫
争

伝
鳴
鳳
）
」
と
い
う
。
そ
し
て
ま
た
、
い
ま
蘇
州
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
な
ど
、
実
名
で
こ
そ
な
い
も
の
の
、
姜
実
節
が
モ
デ
ル

で
あ
る
こ
と
を
ぼ
や
か
そ
う
と
の
意
図
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
い
。
太
公
望
呂
尚
は
、
姜
子
牙
と
も
称
さ
れ
、
呂
と
姜
と
の
つ
な
が
り

が
あ
り
、
貫
は
実
（
實
）
か
ら
う
か
ん
む
り
を
取
っ
た
文
字
で
あ
る
。
呂
貫
は
ま
だ
結
婚
し
て
お
ら
ず
、
妻
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と

い
う
。
物
語
は
、
そ
の
呂
貫
が
、
呉
興
太
守
と
し
て
赴
任
途
上
の
袁
皓
、
字
は
武
子
と
蘇
州
で
会
う
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
。
袁
皓
は
呉

綺
で
あ
る
。
呉
綺
の
字
は
園
次
で
あ
り
、
武
袁
子
と
す
れ
ば
、
音
が
近
い
の
で
あ
る
。
呉
綺
は
実
際
湖
州
の
知
府
に
な
っ
て
お
り
、
劇
中

の
呉
興
太
守
と
も
合
っ
て
い
る
。

女
主
人
公
の
陳
素
素
が
蘇
州
虎
丘
の
真
娘
の
墓
を
た
ず
ね
、
彼
女
を
弔
い
、
一
詞
を
題
す
る
。
そ
の
詞
は
、『
二
分
明
月
集
』
に
も
収

め
ら
れ
て
い
る
「
秦
楼
月
」
で
あ
る
。
劇
の
題
名
も
こ
こ
か
ら
来
て
い
る
。
陳
素
素
な
ど
実
名
で
あ
る
。
そ
の
詞
は
、
次
の
も
の
で
あ

る
。

香
紅
歇

青
山
一
閉
無
年
月

無
年
月
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松
枯
柏
老
同
心
難
結

天
公
不
管
花
如
雪

消
磨
鶯
燕
憑
誰
説

憑
誰
説

秋
烟
秋
雨
幾
堆
黄
葉

赤
く
香
し
い
花
も
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
青
山
（
お
墓
）
が
ひ
と
た
び
閉
じ
て
か
ら
、
ど
れ
だ
け
の
月
日
が
経
っ
た
だ
ろ
う
か
。
ど
れ
だ

け
の
月
日
が
経
っ
た
だ
ろ
う
か
。
松
は
枯
れ
、
柏
は
老
い
て
、
同
心
結
び
も
結
び
が
た
い
。

天
公
は
花
が
雪
の
よ
う
に
消
え
て
し
ま
う
の
も
お
構
い
な
し
な
の
だ
ろ
う
か
。
鶯
や
燕
（
妓
女
）
を
い
じ
め
る
の
を
誰
に
訴
え
た
ら
よ

い
の
か
。
誰
に
訴
え
た
ら
よ
い
の
か
。
秋
の
も
や
と
雨
の
下
、
真
娘
の
お
墓
は
ほ
と
ん
ど
黄
葉
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
の
に
。

呂
貫
が
虎
丘
の
真
娘
の
墓
を
お
と
ず
れ
、
陳
素
素
の
詞
を
読
ん
で
心
ひ
か
れ
、
下
僕
に
命
じ
て
そ
の
作
者
で
あ
る
陳
素
素
を
さ
が
さ
せ

る
が
み
つ
か
ら
な
い
。
劉
岳
将
軍
が
蘇
州
の
妓
女
の
花
案
（
コ
ン
テ
ス
ト
）
を
主
催
す
る
。
そ
こ
に
い
た
呂
貫
は
、
真
娘
の
墓
で
見
た
詞

を
紹
介
し
、
こ
の
詞
を
作
っ
た
陳
素
素
こ
そ
が
一
番
で
あ
る
べ
き
と
主
張
す
る
。
そ
こ
で
劉
岳
将
軍
が
陳
素
素
を
探
す
よ
う
命
じ
、
つ
い

に
素
素
を
探
し
出
し
、
呂
生
と
陳
素
素
を
会
わ
せ
て
や
る
。

す
ぐ
に
思
い
を
通
じ
た
二
人
で
あ
り
、
劉
岳
将
軍
は
、
た
だ
ち
に
枕
席
を
す
す
め
る
が
、
呂
貫
は
、
き
ち
ん
と
礼
に
則
っ
て
結
婚
し
た

い
と
い
い
、
一
方
の
素
素
は
身
分
の
ち
が
い
を
思
い
、
た
め
ら
っ
て
い
る
。
呂
貫
の
僕
人
で
あ
る
許
秀
は
、
い
ま
は
学
問
に
身
を
入
れ
る
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時
と
呂
貫
を
諫
め
る
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
素
素
は
山
族
の
王
虎
に
さ
ら
わ
れ
、
太
湖
の
山
寨
に
連
れ
去
ら
れ
て
し
ま
い
、
王
虎
の
妻
に
な
る
よ
う

迫
ら
れ
る
が
、
肯
わ
な
い
。
王
虎
ら
は
、
呉
興
城
を
攻
撃
す
る
。
太
守
の
袁
皓
は
、
城
が
危
う
い
と
み
て
、
み
ず
か
ら
縛
に
つ
き
、
自
分

の
命
と
ひ
き
か
え
に
城
の
人
々
を
守
ろ
う
と
す
る
。
許
秀
は
山
寨
に
潜
入
し
、
素
素
が
貞
節
を
守
っ
て
い
る
様
子
に
心
を
う
た
れ
、
二
人

を
い
っ
し
ょ
に
さ
せ
て
や
ろ
う
と
決
意
し
、
劉
岳
将
軍
に
知
ら
せ
る
。
劉
将
軍
は
山
寨
を
攻
め
、
山
賊
た
ち
を
殺
し
て
、
素
素
を
救
い
出

す
。
最
後
に
は
、
呂
貫
は
状
元
及
第
し
、
素
素
と
結
婚
す
る
。

こ
の
よ
う
な
物
語
で
あ
る
。
才
子
が
、
佳
人
の
書
い
た
詩
詞
を
読
ん
で
、
思
い
を
寄
せ
る
話
は
、
唐
の
顧
況
の
紅
葉
題
詩
の
物
語
（
小

説
と
し
て
古
く
は
『
青
瑣
高
議
』
前
集
巻
五
の
「
流
紅
記
」、
後
に
戯
曲
『
題
紅
記
』
な
ど
）
が
あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
い
る
と
い

え
る
し
、
女
主
人
公
が
賊
に
捕
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
を
、
主
人
公
の
知
り
合
い
で
あ
る
将
軍
が
助
け
る
の
は
『
西
廂
記
』
で
あ
ろ
う
。

『
秦
楼
月
』
第
一
齣
「
情
概
」
に
「
紅
鵝
別
伝
郵
筒
寄
、
事
堪
崔
氏
春
秋
配
」
と
あ
り
、「
紅
鵝
別
伝
」（
姜
実
節
と
陳
素
素
の
物
語
）

が
、「
崔
氏
春
秋
」（『
西
廂
記
』
）
と
一
対
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
っ
て
い
る
。
素
素
が
山
寨
で
貞
節
を
守
る
と
こ
ろ
は
、
望
ま
な
い
客

に
身
受
け
さ
れ
る
こ
と
を
拒
み
、
み
ず
か
ら
命
を
絶
っ
た
真
娘
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

戯
曲
の
末
尾
に
は
、「
総
評
」
と
し
て
、
女
士
龔
静
照
と
女
士
王
端
淑
の
評
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。
王
端
淑
の
評
語
は
、
次
の
よ
う
で

あ
り
、
そ
の
感
動
の
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
る
。

深
情
宛
転
、
幽
意
纏
綿
、
あ
た
か
も
江
淹
の
「
恨
賦
」
を
読
ん
だ
か
の
よ
う
で
、
人
を
し
て
お
の
ず
と
涙
を
流
さ
せ
る
。
ま
こ
と

に
小
青
（
馮
小
青
）
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
。
真
娘
を
弔
う
一
首
の
詞
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ひ
さ
し
く
人
間
に
伝
誦
さ
れ
て
お
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り
、
ま
た
西
陵
の
蘇
小
の
句
（
古
楽
府
「
蘇
小
小
歌
」、
ま
た
李
賀
「
蘇
小
小
墓
」
）
に
相
当
し
、
並
ん
で
千
古
に
伝
わ
る
で
あ
ろ

う
。
読
了
し
て
讃
歎
感
服
し
た
（
63
）。

馮
小
青
は
明
代
万
暦
年
間
揚
州
の
才
女
。
馮
家
の
妾
と
な
っ
た
が
、
正
妻
に
い
じ
め
ら
れ
、
鬱
々
と
し
て
亡
く
な
っ
た
。『
二
分
明
月

集
』
に
は
、
当
時
の
女
性
詩
人
た
ち
の
題
詩
も
収
め
ら
れ
て
い
て
、
か
な
り
評
判
を
呼
び
、
作
品
が
早
く
流
伝
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が

え
よ
う
。
そ
こ
に
は
、
商
景
徽
（
祁
彪
佳
の
妻
商
景
蘭
の
妹
）、
王
端
淑
（
王
思
任
の
娘
で
多
く
の
著
作
を
残
し
た
才
女
）
な
ど
、
名
の

知
ら
れ
た
女
性
作
者
た
ち
の
作
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
華
亭
の
較
書
、
蘇
氏
は
「
題
秦
楼
月
劇
兼
以
志
感
」
と
題
す
る
詞
を
残
し
て

お
り
、
こ
れ
は
『
秦
楼
月
』
に
つ
い
て
の
詞
で
あ
る
。

『
秦
楼
月
』
伝
奇
を
通
し
て
、
姜
実
節
は
、
こ
う
し
た
風
流
、
艶
聞
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
（
62
）
郭
英
徳
論
文
で
は
、
こ
の
『
秦
楼
月
』
は
、
姜
実
節
自
身
が
お
金
を
出
し
て
刊
刻
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
、
姜
実
節
が
、
多
く
の
名
士
た
ち
に
関
連
の
詩
文
執
筆
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
朱
素
臣
に
こ
の
劇
作
を
依
頼
し
た

の
が
姜
実
節
自
身
で
あ
っ
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

結
び

以
上
、
清
初
に
生
き
た
姜
実
節
に
つ
い
て
、
孝
子
、
遺
民
、
詩
人
、
画
家
、
ま
た
風
流
な
ど
の
方
向
か
ら
見
て
き
た
。
最
後
に
、
そ
の

人
と
な
り
を
示
す
挿
話
を
紹
介
し
た
い
。
王
晫
『
今
世
説
』
巻
七 

任
誕
に
見
え
る
話
で
あ
る
。
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姜
学
在
が
、
か
つ
て
旅
支
度
を
し
、
一
童
子
を
連
れ
、
商
人
た
ち
の
船
に
つ
い
て
、
洞
庭
の
東
山
に
登
っ
た
。
山
中
に
は
金
持
ち

が
多
か
っ
た
が
、
決
し
て
刺
を
通
じ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
相
羊
僧
寺
で
、
一
人
の
乞
食
が
壁
に
絶
句
を
題
し
て
い
る
の
を
見
、
異

な
も
の
と
思
っ
て
そ
の
乞
食
を
探
さ
せ
た
。
探
し
出
す
と
、
ま
ね
い
て
上
座
に
座
ら
せ
、
い
っ
し
ょ
に
飲
食
を
し
た
。
乞
食
は
誰
だ

か
知
ら
ず
、
姜
の
手
を
に
ぎ
っ
て
、
ほ
ん
と
う
に
知
己
の
よ
う
で
す
よ
、
と
い
っ
た
。
姜
は
か
く
し
て
大
喜
び
し
た
（
64
）。

こ
れ
だ
け
読
む
と
、
姜
実
節
は
詩
を
愛
す
る
一
種
の
奇
人
だ
っ
た
か
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
が
、
実
は
こ
の
話
は
よ

り
詳
し
く
、
李
煥
章
『
織
水
斎
集
』「
洞
庭
丐
者
伝
」
に
見
え
る
。
こ
ち
ら
で
は
、
こ
の
乞
食
が
相
羊
寺
の
壁
に
書
き
つ
け
た
詩
も
収
め

ら
れ
て
い
る
。

不
信
乾
坤
大　

乾
坤
の
大
な
る
を
信
ぜ
ず

超
然
世
莫
群　

超
然
と
し
て
世　

群
る
る
莫
し

口
吸
三
峡
水　

口
は
三
峡
の
水
を
吸
い

足
躡
万
方
雲　

足
は
万
方
の
雲
を
躡
む

有
形
総
是
仮　

形
有
る
は
総
て
是
れ
仮

無
象
孰
為
真　

象
無
け
れ
ば
孰
れ
か
真
と
為
さ
ん
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悟
到
無
生
処　

悟
り
て
無
生
の
処
に
到
る

梅
花
満
四
隣　

梅
花　

四
隣
に
満
つ

（
姜
実
節
が
）
あ
る
日
、
洞
庭
の
東
山
に
行
き
、
相
羊
寺
に
入
っ
て
、
そ
の
詩
を
見
、
大
い
に
異
と
し
て
、
こ
の
乞
食
を
客
座
に

招
い
て
、
古
今
の
こ
と
を
論
じ
た
。
明
末
の
事
に
至
る
と
、
乞
食
は
た
ち
ま
ち
痛
哭
し
、
両
耳
を
掩
っ
て
、
逃
げ
出
し
て
い
っ
て
し

ま
っ
た
。
翌
日
ま
た
や
っ
て
き
て
、
仲
子
に
「
あ
な
た
は
真
に
わ
た
し
を
知
る
人
だ
」
と
い
っ
た
。
仲
子
は
喜
ん
で
、
彼
と
詩
を
論

じ
た
が
、
き
ち
ん
と
道
理
が
通
っ
て
い
た
（
65
）。

と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
も
明
末
の
時
事
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
姜
実
節
は
、
先
に
も
、
儒
服
を
脱
ぎ
、
筍
の
皮
で
作
っ
た
冠
を

か
ぶ
っ
て
、
変
わ
っ
た
姿
を
し
て
い
た
と
の
話
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
明
の
遺
民
と
し
て
の
行
動
で
あ
り
、
単
な
る
奇
行
と
い
う
わ
け
で

も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

姜
実
節
の
肖
像
は
、『
呉
郡
名
賢
図
伝
賛
』
巻
十
七
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
）。
こ
れ
は
、
蘇
州
の
滄
浪
亭
に
あ
る
蘇
州
の
五
百
人

の
名
賢
の
石
刻
を
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

忠
臣
之
子　

忠
臣
の
子

藝
圃
流
馨　

藝
圃
に
馨
を
流
し

身
寄
虎
阜　

身
は
虎
阜
に
寄
せ
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心
依
敬
亭　

心
は
敬
亭
に
依
る

と
題
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
風
流
艶
聞
の
部
分
が
な
い
が
、

虎
丘
の
周
辺
が
、
蘇
州
の
色
街
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
そ

う
し
た
香
り
は
伝
わ
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
姜
実
節
の
肖
像

は
、『
莱
陽
姜
氏
族
譜
』
巻
七 

遺
像
に
も
見
え
、「
孝
敏
公
像

賛
」
と
し
て
、

富
貴
を
求
め
ず
、
功
名
を
慕
わ
ず
。
詩
は
杜
老
を
追

い
、
絵
は
徴
明
を
軼お

う
。
竹
杖
を
曳
き
、
若
笠
を
戴
し
、

山
の
高
き
を
愛
し
、
水
の
清
き
を
喜こ
の

む
。
斯
れ
乃
ち
黄
門

の
仲
子
、
人 

鶴
澗
先
生
と
称
す
（
66
）。

世
愚
弟
査
士
標
題　
　
　
　

と
あ
る
。
査
士
標
は
ま
た
明
の
遺
民
で
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る

人
で
あ
る
。

な
お
、
姜
実
節
は
、
生
前
に
墓
を
作
っ
て
い
て
、
そ
の
生
壙

清
初
文
人
姜
実
節
の
生
涯
と
そ
の
文
学
藝
術

― 53 ―



の
記
が
あ
る
。
張
符
驤
の
「
生
壙
誌
」（『
国
朝
耆
献
類
徴
』
巻
四
七
一 

姜
実
節
）
で
あ
る
。
お
墓
に
つ
い
て
は
、
同
治
『
蘇
州
府
志
』

巻
四
十
九
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

処
士
姜
実
節
の
墓
は
、
養
鶴
澗
の
先
祠
の
傍
ら
に
あ
り
、
み
ず
か
ら
「
莱
陽
姜
仲
子
之
墓
」
と
題
し
て
い
る
（
67
）。

姜
実
節
と
い
う
人
、
こ
の
人
は
、
ま
ず
は
孝
子
と
し
て
明
の
忠
臣
で
あ
っ
た
父
親
、
姜
埰
の
遺
言
を
守
り
、
そ
の
顕
彰
に
つ
と
め
た
人

で
あ
る
。
姜
埰
、
姜
垓
の
二
人
が
、
今
日
こ
れ
だ
け
知
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
そ
の
息
子
た
ち
の
積
極
的
な
活
動
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

わ
た
し
は
か
つ
て
、
清
初
、
清
軍
の
攻
撃
を
受
け
な
が
ら
、
明
朝
へ
の
忠
節
を
誓
っ
て
、
明
に
殉
じ
た
嘉
定
の
侯
氏
一
族
の
侯
岐
曾
の

次
男
で
あ
る
侯
涵
（
侯
玄
涵
）
の
生
涯
を
綴
っ
た
こ
と
が
あ
る
（「
明
王
朝
忠
烈
遺
孤
侯
涵
生
平
考
述
」 『
中
国
文
学
研
究
』 

第
二
十
五
号　

二
〇
一
五
。
日
本
語
版
は
拙
著
『
明
清
江
南
社
会
文
化
史
研
究
』
汲
古
書
院　

二
〇
二
〇
に
収
め
る)

。
侯
涵
は
、
一
族
の
多
く
が
明
に

殉
じ
て
亡
く
な
っ
た
後
、
生
き
残
っ
た
が
た
め
に
、
そ
の
子
孫
を
守
り
、
女
性
た
ち
を
守
り
、
ま
た
家
財
産
を
守
る
た
め
苦
労
し
た
。
侯

氏
忠
烈
の
偉
業
は
、
生
き
残
っ
た
侯
涵
ら
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
、
顕
彰
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
や
は
り
明
末
清
初
を
生
き
た
冒
襄
に
つ
い
て
も
、
調
べ
た
こ
と
が
あ
る
（『
冒
襄
と
『
影
梅
庵
憶
語
』
の
研
究
』
汲
古
書
院　

二
〇
一
〇
ほ
か
）。
冒
襄
も
、
や
は
り
明
の
遺
民
と
し
て
生
き
た
人
で
あ
る
が
、
こ
の
人
は
ま
た
、
董
小
宛
を
は
じ
め
と
す
る
女
性
た
ち

と
の
交
遊
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
「
風
流
遺
民
」
で
あ
る
。
侯
涵
に
し
て
も
、
冒
襄
に
し
て
も
、
詩
文
、
書
画
の
作
が
あ
っ
た
藝
術
家
で
あ

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
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こ
こ
に
取
り
上
げ
た
姜
実
節
も
、
遺
民
で
あ
り
、
孝
子
で
あ
り
、
そ
し
て
詩
人
、
藝
術
家
で
あ
り
、
そ
し
て
一
方
で
、
風
流
艶
聞
で
知

ら
れ
る
風
流
遺
民
の
一
人
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
姜
実
節
は
、
ち
ょ
う
ど
侯
涵
と
冒
襄
の
交
差
し
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
人
物
と
い
え

よ
う
か
。
こ
こ
に
も
明
の
後
、
清
の
初
め
の
時
代
を
生
き
た
文
人
の
一
つ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

《　

注　

》

（
1
）　

前
著
で
は
、
徐
文
高
・
夏
氷
編
注
『
山
塘
古
詩
詞
』（
上
海
古
籍
出
版
社　

二
〇
〇
七
）
六
十
ペ
ー
ジ
か
ら
引
用
し
た
。
そ
こ
で
は
出
処
を
『
姑

蘇
竹
枝
詞
』
と
記
し
て
い
た
。『
姑
蘇
竹
枝
詞
』
は
同
名
の
書
が
何
種
類
か
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
、
こ
の
一
首
を
収
め
る
も
の
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
同
治
『
蘇
州
府
志
』
巻
一
五
〇
「
新
涇
」
の
条
に
「
新
涇
在
虎
邱
下
塘
、
今
名
野
芳
浜
、
見
姜
実
節
集
」
と
し
て
「
姜
実
節
詩
、
野
芳
浜
口
南

頭
岸
、
君
住
紅
闌
第
幾
橋
」
の
二
句
を
引
く
。

（
2
）　

姜
実
節
は
、
実
は
、
庚
寅
の
年
の
前
年
、
康
煕
四
十
八
年
に
世
を
去
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
庚
寅
は
例
え
ば
庚
辰
な
ど
の
誤
り
な

の
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
こ
の
絵
自
体
の
素
性
が
怪
し
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
3
）　

妹
の
倩
に
つ
い
て
は
、
そ
の
詩
が
文
喜
堂
刊
本
『
秦
楼
月
』
に
附
さ
れ
た
『
二
分
明
月
集
』
末
尾
の
「
附
名
媛
題
詠
」
中
に
「
天
水
小
姑
倩
」
と

し
て
見
え
る
。『
莱
陽
姜
氏
族
譜
』
巻
四
下
の
姜
埰
の
と
こ
ろ
に
「
王
氏
生
実
節
。
一
女
適
呉
給
諫
諱
适
之
子
」
と
あ
る
。
呉
适
は
蘇
州
の
人
。

（
4
）　

如
須
高
才
曠
代
、
偶
效
樊
川
、
略
同
謝
傅
。
秋
風
団
扇
、
寄
興
掃
眉
、
非
沈
溺
煙
花
之
比
、
聊
記
一
条
、
以
存
流
風
餘
韻
云
爾
。

（
5
）　

銭
澄
之
に
よ
る
王
氏
の
墓
誌
銘
は
、
銭
澄
之
の
『
田
間
文
集
』
巻
二
十
三
に
見
え
る
「
前
給
諫
姜
公
卿
墅
元
配
董
孺
人
遷
葬
墓
誌
銘
」
の
ほ
か

に
、
姜
埰
の
『
敬
亭
集
』
附
録
に
収
め
ら
れ
た
「
前
礼
科
給
事
中
姜
貞
毅
先
生
元
配
董
孺
人
遷
葬
墓
誌
銘
」
も
あ
り
、
題
名
を
は
じ
め
と
し
て
、
文
字

に
異
同
が
あ
る
。
董
氏
の
棺
を
莱
陽
か
ら
宣
城
に
移
し
た
時
に
書
か
れ
た
墓
誌
銘
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
姜
実
節
に
よ
り
近
い
資
料
と
す
る
立
場
か

ら
、『
敬
亭
集
』
附
録
の
も
の
に
拠
っ
た
。『
田
間
文
集
』
で
「
弘
光
即
位
」
と
作
る
の
を
、『
敬
亭
集
』
で
「
弘
光
帝
即
位
」
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど

に
も
、
姜
安
節
、
実
節
の
思
い
が
込
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
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（
6
）　
『
莱
陽
姜
氏
族
譜
』
巻
八 

塋
域
「
江
南
塋
域
」
に
は
、「
賜
進
士
出
身
礼
科
給
事
中
私
謚
貞
毅
先
生
埰
公
墓
在
宣
城
県
北
門
外
文
星
団
土
名
趙
子

崗
木
塔
冲
、
有
碑
」
ま
た
「
董
孺
人
墓
在
公
墓
左
側
、
有
碑
」
と
あ
る
。

（
7
）　

命
其
子
安
節
実
節
舁
葬
敬
亭
山
麓
、
以
志
死
不
違
命
之
義
。
門
人
私
謚
曰
貞
毅
先
生
。
長
子
安
節
移
家
廬
墓
、
遂
籍
宣
城
。

（
8
）　

姜
安
節
の
伝
は
、
光
緒
『
宣
城
県
志
』
巻
十
六
の
儒
林
伝
に
見
え
る
。
は
じ
め
王
陽
明
『
伝
習
録
』
の
良
知
の
説
を
奉
じ
て
い
た
が
、
や
が
て

『
孟
子
』
を
宗
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
に
宣
城
の
孝
子
祠
に
祀
ら
れ
た
。
光
緒
『
宣
城
県
志
』
巻
三
十
五 

載
籍
に
は
、「
古
大
学
釈
、
中
庸
衍

義
、
仰
幸
録
、
孝
経
正
義
、
白
雲
集　

並
姜
安
節
著
」
と
あ
る
。『
莱
陽
姜
氏
族
譜
』
巻
四
下
の
姜
安
節
の
と
こ
ろ
に
は
「
住
寧
国
府
。
字
勉
中
、
号

茲
山
。
崇
禎
癸
酉
年
（
崇
禎
六
年　

一
六
三
三
）
生
、
康
熙
丁
丑
年
（
康
熙
三
十
六
年　

一
六
九
七
）
卒
。
享
年
六
十
五
歳
。（
中
略
）
私
謚
孝
介
先

生
」
云
々
と
あ
る
。

（
9
）　
『
府
君
貞
毅
先
生
年
譜
続
編
』
順
治
十
八
年
の
条
に
は
、「
同
邑
宋
公
茘
裳
、
安
節
之
前
婦
翁
也
」
と
見
え
る
。
し
か
し
、『
莱
陽
姜
氏
族
譜
』
巻

四
下
の
姜
安
節
に
は
「
配
張
氏
朱
氏
」
と
あ
る
。

（
10
）　

魏
禧
に
よ
る
王
氏
の
墓
誌
銘
に
つ
い
て
も
、
魏
禧
の
「
姜
母
王
少
君
墓
誌
銘
」（『
魏
叔
子
文
集
外
篇
』
巻
十
八
）
の
ほ
か
に
、『
敬
亭
集
』
附
録

の
「
姜
貞
毅
先
生
副
室
王
孺
人
墓
誌
銘
」
が
あ
り
、
文
字
に
異
同
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
、『
敬
亭
集
』
に
拠
っ
た
。

（
11
）　

余
於
壬
子
客
呉
門
、
獲
奉
教
貞
毅
先
生
、
与
安
節
、
実
節
兄
弟
交
好
。
今
年
庚
申
、
余
来
真
州
、
値
真
州
人
士
奉
先
生
木
主
崇
祀
名
宦
、
安
節
、

実
節
偕
来
、
相
聚
尤
密
。
実
節
将
以
八
月
二
日
葬
孺
人
於
呉
門
銅
井
山
之
原
、
涕
泣
道
孺
人
労
苦
、
乞
余
為
幽
室
之
文
。

（
12
）　
『
姜
貞
毅
先
生
輓
詩
』
は
、
姜
埰
没
後
の
顕
彰
活
動
を
め
ぐ
る
好
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
朱
沢
宝
「
明
遺
民
形
象
重
塑
的
微
観
考
察

―
―
以
姜
埰
為
例
」（『
文
学
研
究
』
第
二
巻
第
二
期　

二
〇
一
六
）
で
触
れ
る
が
、
筆
者
も
別
稿
「
姜
埰
の
顕
彰
活
動　
『
姜
貞
毅
先
生
輓
章
』
を
め

ぐ
っ
て
」
を
、
近
く
『
斯
文
』
誌
に
掲
載
の
予
定
で
あ
る
。

（
13
）　

二
姜
先
生
祠
、
在
千
人
石
上
。
四
賢
祠
間
壁
、
祀
給
事
中
埰
、
行
人
司
垓
。
湯
文
正
公
斌
建
。

（
14
）　

二
姜
先
生
祠
、
在
白
蓮
池
東
、
祀
明
給
事
中
埰
暨
弟
行
人
垓
。
国
朝
康
熙
二
十
四
年
巡
撫
湯
斌
建
、
于
穎
記
。
今
以
尚
書
晟
拊
。
按
、
埰
字
如
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農
、
崇
禎
朝
官
給
諫
、
被
杖
戍
宣
州
、
年
六
十
七
卒
、
私
謚
貞
毅
、
著
有
正
義
集
、
自
撰
年
譜
。
垓
字
如
須
、
官
行
人
、
明
亡
、
隠
虎
丘
、
年
四
十
、

先
埰
卒
、
私
謚
貞
文
、
著
有
楓
林
集
。
晟
字
光
宇
、
号
杜
香
、
元
和
人
。
乾
隆
丙
戌
進
士
、
分
刑
部
、
累
遷
至
刑
部
尚
書
、
年
八
十
一
卒
於
家
。
晟
愛

惜
人
才
、
操
守
廉
潔
、
著
有
奏
議
若
干
巻
。

（
15
）　
『
莱
陽
姜
氏
族
譜
』
巻
四
下
の
姜
実
節
に
は
「
以
曾
孫
晟
爵
誥
贈
光
禄
大
夫
刑
工
両
部
尚
書
、
配
郭
氏
誥
贈
一
品
夫
人
」
と
あ
る
。

（
16
）　

拙
著
『
冒
襄
と
『
影
梅
庵
憶
語
』
の
研
究
』（
汲
古
書
院　

二
〇
一
〇
）。

（
17
）　

姜
忠
肅
公
祠
、
在
東
塔
院
、
祀
贈
光
禄
卿
瀉
里
。
内
有
諫
草
楼
、
上
懸
貞
毅
埰
像
、
楼
之
東
偏
、
設
嘉
魚
熊
給
諫
開
元
位
与
忠
肅
公
並
祀
。
又
東

為
思
敬
居
、
改
過
軒
、
巾
箱
閣
、
為
孝
敏
公
読
書
之
所
。

（
18
）　
『
呉
郡
名
賢
図
伝
賛
』
巻
十
七
の
姜
実
節
の
条
に
は
、「
卒
之
日
、
呉
人
謚
曰
守
正
」
と
あ
る
。

（
19
）　

姜
熊
祠
、
在
東
塔
院
、
祀
明
贈
光
禄
卿
姜
忠
肅
公
瀉
里
並
熊
侍
御
開
元
。
国
朝
康
熙
三
十
四
年
巡
撫
宋
犖
建
、
毛
奇
齢
記
。

（
20
）　

後
有
諫
草
楼
、
則
正
貞
毅
所
依
憑
者
若
。
傍
有
房
曰
思
敬
、
貞
毅
之
仲
子
曰
、
此
吾
斎
居
也
。
過
廟
思
敬
、
記
固
有
之
。
且
吾
敢
一
日
忘
敬
亭
山

哉
。（
敬
亭
山
在
宣
州
、
貞
毅
葬
于
此
。）
康
熙
二
十
四
年
祠
成
、
越
三
年
、
貞
毅
之
仲
子
疏
所
載
事
而
属
奇
齢
為
之
記
。

（
21
）　

両
先
生
没
、
一
時
人
士
請
祀
学
宮
、
祀
書
院
者
、
無
虚
歳
。
官
其
地
者
、
高
両
先
生
之
節
、
皆
従
其
請
。
呉
人
又
以
虎
邱
天
下
具
瞻
而
両
先
生
之

徳
、
実
足
以
配
之
、
康
煕
甲
子
復
合
辞
請
於
所
司
築
祠
鶴
澗
上
祀
之
。
升
主
之
日
、
黄
髪
垂
髫
拈
瓣
香
拝
祠
下
者
以
万
計
。
余
適
遊
呉
、
親
炙
其
盛
、

如
農
先
生
仲
子
実
節
属
記
其
事
。

（
22
）　

養
鶴
澗
在
白
蓮
池
。
相
伝
清
遠
道
士
養
鶴
於
此
。
僧
南
印
作
亭
其
上
。

（
23
）　

ほ
か
に
も
呉
綺
「
虎
丘
姜
貞
毅
先
生
諫
草
楼
」
詩
（『
林
蕙
堂
全
集
』
巻
二
十
）
ほ
か
。

（
24
）　

清
水
茂
「
銭
澄
之
の
詩
」（『
日
本
中
国
学
会
戧
立
五
十
年
記
念
論
文
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
）
が
あ
る
。

（
25
）　

晩
年
建
二
姜
先
生
祠
於
虎
邱
、
又
築
諫
草
楼
於
祠
後
、
為
棲
息
所
。
足
不
入
城
市
、
人
称
鶴
澗
先
生
。

（
26
）　

仲
子
籜
冠
埜
服
、
尽
遣
妻
子
入
城
。
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（
27
）　

王
汎
森
「
清
初
士
人
的
悔
罪
心
態
与
消
極
行
為
」（
同
氏
『
晩
明
清
初
思
想
十
論
』
復
旦
大
学
出
版
社　

二
〇
〇
四
）、
林
宜
蓉
『
舟
舫
、
療
疾
与

救
国
想
像　

明
清
易
代
文
人
文
化
新
探
』
第
二
章
「
不
入
城
之
旅　

明
清
之
際
遺
民
徐
枋
的
身
分
認
同
与
生
命
安
頓
」（
万
巻
楼　

二
〇
一
四
）。

（
28
）　
『
莱
陽
姜
氏
族
譜
』
は
清
末
の
光
緒
十
三
年
（
一
八
八
七
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
巻
六
下
に
は
、
姜
実
節
の
後
裔
と
し
て
十
九
世
（
実
節
は
十

二
世
）
の
浩
祥
の
名
が
見
え
「
現
居
閶
門
内
崇
真
宮
橋
思
序
堂
」
と
あ
り
、
そ
の
後
裔
が
ず
っ
と
蘇
州
の
閶
門
付
近
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
29
）　

姜
行
人
垓
寓
舍
、
在
山
塘
、
額
曰
山
塘
小
隠
。
垓
字
如
須
。
明
亡
与
兄
埰
来
呉
、
卜
隠
虎
丘
山
塘
、
与
葉
襄
、
金
俊
明
、
任
大
任
諸
宿
老
相
過

従
。

（
30
）　

是
年
、
卜
居
蘇
州
之
鱄
諸
里
。
荒
園
数
畝
、
旧
属
文
相
国
湛
持
别
業
。
兵
燹
之
餘
、
稍
加
修
葺
、
署
其
廬
曰
東
莱
草
堂
、
又
曰
敬
亭
山
房
。
時
偕

雍
耐
广
、
郝
印
月
、
李
灌
渓
、
姚
佺
期
、
周
子
佩
、
余
澹
心
、
徐
禎
起
諸
公
放
懐
山
水
間
。

（
31
）　

己
亥
之
夏
、
鼉
鼓
不
靖
、
余
踉
蹌
適
呉
、
僦
山
塘
之
委
巷
、
初
不
求
承
風
訪
蹟
、
竊
芳
躅
於
両
先
生
之
末
席
。
吾
友
芸
斎
周
子
忽
一
旦
操
券
而

至
、
於
我
乎
処
処
。
余
謂
凡
天
下
之
無
所
求
而
為
之
者
、
必
天
地
之
気
之
相
感
以
成
其
心
志
之
合
。
憲
副
四
十
投
簪
、
耽
情
禽
魚
、
此
一
地
也
、
署
曰

城
市
山
林
、
是
非
独
不
求
仕
宦
也
、
亦
不
求
必
入
山
林
。
相
国
杜
門
掃
軌
、
屛
居
蒔
植
、
亦
此
一
地
也
、
署
曰
薬
圃
、
是
非
独
不
求
三
公
之
栄
也
、
亦

不
求
平
泉
之
楽
。
余
既
無
以
謝
周
子
、
則
更
署
之
曰
頤
圃
。
在
易
之
頤
曰
、
貞
吉
、
自
求
口
実
。
夫
求
諸
己
而
不
求
於
人
、
庶
幾
両
先
生
之
無
所
求
而

為
之
者
歟
。

（
32
）　

陳
斌
編
校
『
周
順
昌
研
究
資
料
彙
編
』（
蘇
州
大
学
出
版
社　

二
〇
一
三
）
に
は
、
こ
の
周
茂
蘭
の
伝
記
資
料
も
ま
と
め
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

な
か
に
は
、
黄
宗
羲
「
周
子
佩
先
生
墓
誌
銘
」
な
ど
も
あ
る
。
こ
の
人
も
ま
た
、
忠
烈
の
遺
児
で
あ
る
。

（
33
）　

山
房
故
美
林
水
、
前
此
為
文
肅
公
薬
圃
、
又
前
此
為
副
使
袁
公
祖
庚
之
酔
穎
堂
。
三
公
者
皆
賢
人
、
吾
将
比
柳
子
之
賀
丘
遭
也
。
遂
因
仲
君
実
節

之
請
為
之
記
。

（
34
）　

李
聖
華
箋
校
『
汪
琬
全
集
箋
校
』（
人
民
文
学
出
版
社　

二
〇
一
〇
）
の
箋
に
よ
る
。

（
35
）　

藝
圃
者
、
前
給
事
中
莱
陽
姜
貞
毅
先
生
之
僑
寓
也
。
吾
呉
郡
治
西
北
隅
、
固
商
賈
闤
闠
之
区
、
塵
囂
湫
隘
、
居
者
苦
之
。
而
兹
圃
介
其
間
、
特
以
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勝
著
。

（
36
）　

今
貞
毅
先
生
、
復
用
先
朝
名
諌
官
、
優
游
卒
歲
乎
此
、
而
其
両
子
則
以
読
書
好
士
、
風
流
爾
雅
者
、
紹
其
緒
而
光
大
之
。
馬
蹄
車
轍
、
日
夜
到

門
、
髙
賢
勝
境
、
交
相
為
重
、
何
惑
乎
四
方
騷
人
墨
士
、
楽
於
形
諸
咏
歌
、
見
諸
図
絵
、
訖
二
十
餘
年
而
顧
益
盛
与
。

（
37
）　

東
莱
草
堂
、
圃
之
主
人
延
見
賓
客
之
所
也
。
主
人
世
居
於
莱
、
雖
僑
呉
中
而
猶
存
其
顔
、
示
不
忘
也
。

（
38
）　

面
池
為
屋
五
楹
間
、
曰
念
祖
堂
、
主
人
歲
時
伏
臘
、
祭
祀
燕
享
之
所
也
。
堂
之
前
為
広
庭
、
左
穴
垣
而
入
、
曰
暘
谷
書
堂
、
曰
愛
蓮
窩
、
主
人
伯

子
講
学
之
所
也
。
堂
之
後
、
曰
四
時
読
書
楽
楼
、
曰
香
草
居
、
則
仲
子
之
故
塾
也
。
由
堂
廡
迤
而
右
、
曰
敬
亭
山
房
、
主
人
蓋
嘗
以
諫
官
言
事
、
謫
戍

宣
城
、
雖
未
行
、
及
其
老
而
追
念
君
恩
、
故
取
宣
之
山
以
誌
也
。
館
曰
紅
鵝
、
軒
曰
六
松
、
又
皆
仲
子
読
書
行
哦
之
所
也
。

（
39
）　

中
間
塁
土
為
山
、
登
其
巔
、
稍
夷
曰
朝
爽
台
。
山
麓
水
涯
、
群
峰
十
数
、
最
高
与
念
祖
堂
相
向
者
、
曰
垂
雲
峰
。
有
亭
直
愛
蓮
窩
者
、
曰
乳
魚

亭
。
山
之
西
南
、
主
人
嘗
植
棗
数
株
、
翼
之
以
軒
、
曰
思
嗜
、
伯
子
構
之
、
以
思
其
親
者
也
。
今
伯
子
与
其
弟
、
又
将
除
改
過
軒
之
側
、
築
重
屋
以
蔵

弆
主
人
遺
集
、
曰
諫
草
楼
、
方
鳩
工
而
未
落
也
。

（
40
）　

圃
之
大
凡
如
此
。
主
人
謂
誰
、
前
記
所
謂
貞
毅
先
生
是
也
。
以
藝
名
其
圃
者
主
人
、
而
命
予
為
之
記
者
、
仲
子
也
。
仲
子
名
実
節
、
字
学
在
、
餘

悉
載
前
記
中
、
不
復
著
云
。

（
41
）　

呉
門
周
子
潔
、
不
見
者
十
餘
年
矣
。
丁
巳
中
秋
、
得
其
一
劄
、
乃
為
姜
子
学
在
求
念
祖
堂
記
。
念
祖
堂
者
、
卿
墅
先
生
之
居
也
。
先
生
家
莱
陽
、

僑
寓
呉
門
、
不
忘
其
本
、
故
名
堂
以
識
之
。

（
42
）　

斯
堂
也
、
為
文
文
肅
歌
哭
之
所
。
文
肅
之
後
、
廃
為
馬
廄
、
馬
廄
之
後
、
辟
自
先
生
。
文
肅
為
烏
程
所
忌
、
先
生
為
陽
羨
所
陥
、
亡
国
之
戚
、
両

相
与
有
力
焉
、
天
下
之
興
亡
係
於
一
堂
。
余
昔
謁
文
肅
、
両
至
其
地
、
曲
池
怪
石
、
低
回
欣
賞
、
不
知
其
可
悲
如
是
也
。

（
43
）　

汪
民
部
苕
文
為
作
藝
圃
記
、
継
以
短
詠
十
二
章
、
其
詞
斐
然
盛
矣
。
予
以
戊
午
五
月
客
呉
門
、
与
学
在
晨
夕
過
従
、
酒
間
属
予
和
作
、
勉
如
其

数
。

（
44
）　

藝
圃
者
、
呉
門
文
文
肅
公
之
旧
業
、
莱
陽
前
給
諫
姜
貞
毅
先
生
客
舍
也
。
汪
鈍
翁
為
姜
学
在
作
十
二
詠
、
王
阮
亭
見
示
和
章
。
余
亦
漫
賦
簡
学

清
初
文
人
姜
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生
涯
と
そ
の
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在
。
聞
呉
湖
州
園
次
一
日
留
詩
四
十
首
、
恨
未
即
見
也
。

（
45
）　

先
生
之
仲
子
、
読
書
懐
古
、
蒐
羅
旧
聞
、
得
憲
副
酔
穎
堂
会
記
及
文
肅
公
薬
圃
雑
詩
、
合
刻
之
、
為
東
莱
草
堂
故
実
、
而
属
予
為
記
。

（
46
）　

世
之
君
子
、
読
其
詩
文
、
論
其
世
而
知
其
人
、
則
東
莱
草
堂
之
異
于
薬
圃
、
薬
圃
之
異
于
酔
穎
堂
者
、
世
也
。
酔
穎
堂
之
不
異
于
薬
圃
、
薬
圃
之

不
異
于
東
莱
草
堂
者
、
人
也
。
仲
子
之
是
刻
也
、
豈
特
爲
詩
文
已
哉
。

（
47
）　

一
九
九
八
年
に
北
京
翰
海
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。

（
48
）　

民
国
『
莱
陽
県
志
』
人
事
志
巻
三
之
三 

藝
文 

著
述
に
は
、「
酸
心
集　

佚　

焚
餘
詩
草　

姜
實
節
著
」
と
も
あ
る
。

（
49
）　

鶴
澗
先
生
画
跡
、
孤
潔
冷
雋
、
嗣
武
雲
林
、
詩
亦
清
迥
絶
俗
、
如
其
為
人
。
顧
求
其
嗣
子
所
編
所
謂
焚
餘
艸
者
二
十
年
不
可
得
、
而
総
集
如
国
朝

詩
别
裁
集
、
山
左
詩
鈔
、
江
蘇
詩
徴
所
選
、
僅
寥
寥
三
数
篇
、
知
佚
已
久
矣
。
今
年
春
在
上
海
、
有
以
先
生
書
画
冊
乞
售
者
、
録
得
遺
詩
十
餘
章
。
返

東
山
寓
廬
、
又
発
篋
出
所
蔵
先
生
画
跡
、
合
以
諸
家
所
選
、
先
後
共
得
詩
四
十
九
篇
、
亦
可
窺
豹
一
斑
矣
。
至
先
生
平
生
行
誼
、
諸
家
記
述
頗
略
、
亦

不
載
其
生
卒
年
月
。
拠
巻
中
游
堯
峰
詩
序
、
及
張
符
驤
所
作
先
生
生
壙
記
、
知
実
生
於
我
朝
順
治
四
年
丁
亥
、
距
明
社
之
屋
已
数
年
矣
。
顧
守
先
人
之

訓
、
髙
不
事
之
節
、
以
父
母
未
得
合
葬
、
自
営
生
壙
、
不
敢
以
妻
柎袱
。
又
読
巻
中
由
木
瀆
入
崇
禎
橋
、
贈
戴
南
枝
諸
什
、
家
国
之
痛
、
白
首
如
新
。
彼

龔
銭
輩
身
食
朝
禄
、
名
満
当
代
、
一
旦
桑
海
改
易
、
則
尽
喪
其
平
生
、
以
視
先
生
、
能
無
媿
死
乎
。
集
録
既
終
、
謹
書
巻
尾
、
以
誌
景
行
。
宣
統
甲

寅
、
後
学
上
虞
羅
振
玉
記
於
東
山
寓
居
之
洗
耳
池
。

（
50
）　

銭
鷗
「
京
都
に
お
け
る
羅
振
玉
と
王
國
維
の
寓
居
」（『
中
国
文
学
報
』
第
四
十
七
巻　

一
九
九
三
）
に
、「（
浄
土
寺
の
寓
居
の
）
庭
に
は
小
さ
い

池
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
で
き
あ
が
っ
た
時
、
当
時
の
清
史
館
総
裁
趙
爾
巽
が
史
館
職
の
招
聘
状
を
送
っ
て
来
た
の
だ
が
、
羅
振
玉
は
そ
の
書
状
を
焼

き
、
池
を｢

洗
耳
池｣

と
名
付
け
て
い
る
」
と
あ
る
。

（
51
）　

羅
振
玉
は
、
一
九
四
〇
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
識
語
は
「
仇
亭
老
民
」
と
題
す
る
が
、
こ
れ
は
た
し
か
に
羅
振
玉
の
号
の
よ
う
で
あ
る
。「
乙

酉
」
が
な
に
か
の
誤
り
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
52
）　

此
歌
者
張
乙
娘
照
。
蔣
繡
穀
属
楊
子
鶴
図
之
。
同
時
賦
詩
者
多
、
濃
繊
肥
膩
、
独
作
者
盛
衰
之
感
、
尽
傾
一
座
。
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（
53
）　

此
詩
亦
題
張
憶
娘
簪
花
図
巻
中
、
巻
今
蔵
粤
中
辛
氏
、
茲
仍
照
手
稿
原
題
書
之
。

（
54
）　

羅
振
玉
の
『
鶴
澗
先
生
遺
詩
』
及
び
同
『
補
遺
』
に
は
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
詩
も
あ
る
。
汪
琬
輯
『
姑
蘇
楊
柳
枝
詞
』
に
、

霸
岸
邗
溝
駅
路
荒

呉
宮
煙
景
亦
淒
涼

杏
垂
細
雨
江
南
夜

玉
笛
吹
来
総
断
腸

ま
た
、華

信
纔
過
上
戊
時

金
昌
亭
下
雨
糸
糸

最
能
添
得
離
人
恨

第
一
無
情
是
柳
枝

の
二
首
を
収
め
る
。
釈
達
受
撰
『
宝
素
室
金
石
書
画
編
年
録
』
巻
上 

道
光
七
年
の
条
に
、「
莱
陽
姜
仲
子
詩
箋
一
頁
云
」
と
し
て
、

柳
外
移
船
鏡
裡
回

茶
煙
香
過
興
悠
哉

賦
成
秋
水
能
千
古

釣
起
鱸
魚
儘
四
腮

遠
渚
動
揺
波
影
乱

空
江
蕭
颯
雨
声
来

七
絃
揮
罷
囊
琴
却

清
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書
巻
還
応
次
第
開

後
誌
云
、
莱
陽
姜
実
節
題
於
虎
邱
鶴
澗
之
諫
草
楼
下
。
歳
在
癸
未
十
月
」
と
あ
る
。
癸
未
は
康
熙
四
十
二
年
（
一
七
〇
三
）。
そ
の
後
に
は
、
姜
実
節

の
息
子
で
あ
る
姜
本
任
の
「
臨
江
仙
」
詞
を
収
め
て
い
る
。
ま
た
、
光
緒
『
長
汀
県
志
』
巻
三
十
一 

物
産 

羽
族 

白
頭
翁
に
「
姜
実
節
詩
」
と
し
て
、

霜
鬢
逢
脊
可
自
由

老
人
端
的
為
多
愁

不
知
小
鳥
縁
何
事

也
向
花
前
白
了
頭

と
あ
る
。

（
55
）　

南
京
大
学
中
国
語
言
文
学
系　

全
清
詞
編
纂
研
究
室
編
『
全
清
詞　

順
康
巻
』
第
十
五
冊
（
中
華
書
局　

二
〇
〇
二
）。

（
56
）　

姜
学
在
実
節
、
山
水
撫
法
雲
林
、
渉
筆
超
雋
、
呉
下
人
最
重
之
。
余
見
尺
幅
数
種
、
峰
巒
簡
淡
、
林
木
蕭
疎
、
備
極
清
曠
之
致
。
但
落
筆
不
甚
謹

厳
、
処
処
有
荒
率
態
。
蓋
荒
率
是
其
所
長
、
亦
是
其
所
短
耳
。

（
57
）　

倪
高
士
有
臨
荊
浩
双
峰
秀
峙
図
、
姜
仲
子
復
摹
於
数
百
年
後
。
莱
陽
逸
士
実
節
。

（
58
）　

辛
未
仲
秋
、
偶
泛
舟
西
湖
、
路
徑
寧
市
、
下
榻
潯
陽
。
汪
氏
主
人
出
紙
索
拙
、
実
有
愧
也
。
姜
実
節
。

（
59
）　

莱
陽
姜
仲
子
、
嬖
所
歓
広
陵
妓
陳
素
素
、
号
二
分
明
月
女
子
。
後
為
豪
家
携
帰
広
陵
、
姜
為
之
廃
寝
食
、
遣
人
密
致
書
、
通
終
身
之
訂
。
陳
対
使

悲
痛
、
断
所
帯
金
指
環
寄
姜
、
以
示
必
還
之
意
。
姜
得
之
、
感
泣
不
勝
、
出
索
其
友
呉
彤
本
題
詞
。
呉
為
賦
酔
春
風
一
闋
、
其
詞
曰
、
玉
甲
伝
芳
信
。

金
縷
和
香
褪
。
懸
知
掩
涙
訴
東
風
、
問
問
問
。
明
月
誰
憐
、
二
分
無
頼
、
鎖
人
方
寸
。
情
与
長
江
並
。
夢
向
巫
山
近
。
好
将
環
字
証
団
圞
、
認
認
認
。

有
結
都
開
、
留
糸
不
断
、
些
些
心
印
。

（
60
）　

陳
素
素
、
江
都
人
、
自
名
二
分
明
月
女
子
。
莱
陽
姜
学
在
之
姬
。
美
而
艶
、
能
画
又
善
度
曲
。
名
流
呉
園
次
、
毛
西
河
、
余
淡
心
諸
公
俱
有
詩
。

好
事
者
至
有
譜
其
事
、
為
秦
楼
月
伝
奇
。
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（
61
）　

泣
類
窮
途
、
究
是
閨
房
之
阮
籍
、
弔
懐
知
己
、
可
称
巾
幗
之
虞
翻
。

（
62
）　

こ
の
『
秦
楼
月
』
に
つ
い
て
は
、
吉
川
幸
次
郎
「「
鴛
鴦
縧
」「
秦
楼
月
」」（『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
十
六
巻　

も
と
『
支
那
学
』
第
四
巻
第
三

号
「
新
刊
紹
介
」　

一
九
二
七
）、
郭
英
徳
「
新
戯
生
成
、
女
性
閲
読
与
遺
民
意
識　

朱
素
臣
『
秦
楼
月
』
伝
奇
写
作
与
刊
刻
的
前
因
後
果
」（『
戯
劇
研

究
』
第
七
期　

二
〇
一
一
）
ほ
か
の
論
考
が
あ
る
。W

ai-yee Li, W
om

en and N
ational T

raum
a in Late Im

perial C
hinese Literature, H

ar-

vard-Yenching Institute M
onographs; 92, 2014, p.17

に
も
言
及
が
あ
る
。

（
63
）　

深
情
宛
転
、
幽
意
纏
綿
、
如
読
江
淹
恨
賦
、
使
人
自
然
涙
下
、
的
是
小
青
人
物
。
至
其
弔
真
一
闋
、
久
已
伝
誦
人
間
、
則
又
当
与
西
陵
蘇
小
之

句
、
並
垂
千
古
矣
。
読
竟
嘆
服
。

（
64
）　

姜
学
在
嘗
襆
被
挾
一
童
子
、
附
估
人
舟
、
往
登
洞
庭
東
山
。
山
中
多
富
人
、
絶
不
与
通
刺
。
相
羊
僧
寺
中
、
見
一
丐
者
題
壁
絶
句
、
異
而
物
色
得

之
。
延
置
上
座
、
与
之
共
飲
食
、
丐
者
不
知
何
許
人
、
顧
握
姜
手
曰
、
若
真
知
我
者
。
姜
遂
大
喜
。

（
65
）　

一
日
往
洞
庭
東
山
、
入
相
羊
寺
、
見
其
詩
大
異
之
、
請
居
客
座
、
論
古
今
事
、
至
明
末
、
匄
者
忽
痛
哭
掩
両
耳
走
匿
出
。
越
日
復
来
、
語
仲
子

曰
、
君
真
知
我
。
仲
子
喜
与
之
論
詩
、
井
井
有
理
。

（
66
）　

不
求
富
貴
、
不
慕
功
名
。
詩
追
杜
老
、
絵
軼
徴
明
。
曳
竹
杖
兮
戴
若
笠
、
愛
山
高
而
喜
水
清
。
斯
乃
黄
門
之
仲
子
、
人
称
鶴
澗
先
生
。

（
67
）　

処
士
姜
実
節
墓
、
在
養
鶴
澗
先
祠
旁
、
自
題
莱
陽
姜
仲
子
之
墓
。

『
莱
陽
姜
氏
族
譜
』
巻
四
下
に
は
「
葬
虎
邱
山
忠
肅
公
祠
及
貞
毅
貞
文
二
公
祠
之
間
」
と
あ
る
。

清
初
文
人
姜
実
節
の
生
涯
と
そ
の
文
学
藝
術
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清初文人姜實節的生平及其文學藝術

大木　康

清初文人姜實節是明末清初名士姜埰之子。姜實節的叔父姜垓也是當時的名

士。晚明時期，姜埰作為一個言官彈劾了包括宰相周延儒在內的諸多達官，觸碰

到崇禎皇帝的逆鱗而被逮捕，不僅受了杖刑，而後更被遣戍宣州衛。不過，因明

朝滅亡，姜埰竟不得去宣州。入清後，姜埰度過了明朝的遺民生涯。姜埰去世時

留下了這樣的遺言 “吾奉先帝命戍宣州，死必葬我敬亭之麓”。姜實節和他的長

兄姜安節合力如其言。姜實節還積極奔走讓姜埰能在儀真（姜埰當過知縣）入

祠，也在蘇州虎丘興建二姜先生（姜埰、姜垓）祠等。各種顯彰二姜先生的活

動，都是他們實行孝道的證明。姜安節私謚孝介，姜實節私謚孝敏，亦由此。

姜實節亦以其詩文書畫聞名。姜實節有詩文集《焚餘草》，今佚。今所存著

述有羅振玉所輯《鶴㵎先生遺詩》及《鶴㵎先生遺詩補遺》。他所居住的蘇州藝

圃則是當時的名園，魏禧、王漁洋等諸多名士都曾來到藝圃，以藝圃為題作詩、

寫文章。可見姜實節的交遊很廣。姜實節又和當時名妓陳素素多有交流。蘇州戲

曲家朱素臣以姜實節和陳素素的故事寫成戲曲《秦樓月》。

姜實節既是孝子，又是詩人畫家，且以風流聞名，可謂是如冒襄一派的明末

清初「風流遺民」之一。 
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